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「ツ
l
リ
ズ
ム
農
村
と

都
市の
交
流L

こ
こ
数
年、

農
村
地
域
の
自
然
や

暮
ら
し、

文
化
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を

求
め、

農
作
業
を
体
験
し
た
り、

そ

の
土
地
な
ら
で
は
の
食
を
味
わ
い
に

訪
れ
る
都
会
の
人
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す。

農
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で

も、

都
会
の
人
た
ち
に
は
そ
れ
が
非

日
常
で、

不
思
議
な
体
験
に
な
っ
て

い
ま
す。

ま
た、

今
春
か
ら
の
学
校
週
五
日

制
は
、
「
休
日
を
親
子
で
農
村
の
生

活
を
体
験
す
る
」

と
い
う
ち
ょ
う
ど

い
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
農
村
の
地
域
づ
く
り

を
考
え
て
い
く
上
で、

都
会
の
人
た

ち
と
の
交
流、

ネ
ー
卜
ワ
l
ク
は
重

要
で、

ツ
l
リ
ズ
ム
は
農
村
を
変
え

る
有
効
な
方
法
だ
と
思
い
ま
す。

今
回
は、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
ツ
l

リ
ズ
ム
を
推
進、

実
践
さ
れ
て
い
る

方
々
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ツ
l
リ
ズ
ム
で
地
域
に
新
し
い
風
を。

(
編
集
子

橋
岡)

表
紙
の
言
葉

P
緑
の
森
の
彼
方
か
ら
l

陽
気
な
唄
が
聞
こ
え
ま
し
よ

あ
れ
は
水
車
の
ま
わ
る
音
l

耳
を
澄
ま
し
聞
こ
え
る
場

所
は、

内
子
町。

田
植
え
頃

に
な
る
と、

コ
ト
ン
、

コ
ト

ン
と、

水
田
用
の
水
車
が
回

っ
て
い
ま
す。

石
畳
地
区
に
は、

地
域
の

人
に
よ
る
手
づ
く
り
の
大
き

な
水
車
が一
二
つ
、

ギ
l
ゴ
ト

ン
、

ギ
l
ゴ
ト
ン
と
森
に
こ

だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

ひ

水
引
き、

粉
破
き、

穀
物

つを鳴
き、

水
準
は
昔、

山
里

の
生
活
に
欠
か
せ
な
か
っ
た

大
き
な
道
具。

内
子
町
大
岡
地
区
の
水
車

柳
原

あ
や
子



農村と都市の交流による
地域活性化への挑戦

群馬畜産加工販売震業協同組合連合会
常勤理事販売本部長黒津 賢治

(前 JA甘楽富岡営農事業本部長)

明
治七
年、
協同
組
合
運
動
の
原
点と
言
わ
れ
る

「
上
州南
三
社」
は、
群
馬
の
中
山
間
地
の
農
業
を

支
え
る
基
幹
作
目で
あっ
た
「

養
蚕」
を
中
心
に
発

足
。

更
に
明
治
五
年
に
は、
「

近
代
産
業
の
基
礎
を

築
い
た
官
営
富
岡
製
糸工
場
」
が
創
設
さ
れ
る
など 、

地
域
は
国
内
最
大
の
「

シル
ク
の
ま
ち」
と
し
て
成

た、
加工・
製品
製
造
の
ま
ち
と
し
て
大
い
に
繁
栄

し、
ま
さ
に
「

シル
ク・
茄
弱
の
企
業
城
下
町
」
と

言
わ
れ、
単品
型
生
産
体
系
が
定
着し
た

。

昭
和五
十
四
年、
養
蚕・
商
務の
販
売
高は
八
十

億
円
を
超
え、
こ
れ
ら
を
原
料
と
し
た
工
業
製品
は

地
域
No
ー

の
位
置
を
占
め、
「

米
の
生
産
で
き

な
い
農
業
地
帯」
を
支
え
て
い
た

。
し
か
し、
昭
和

五
十
九
年
生
糸の
輸
入
自
由
化、
更に
は
ガッ
ト
ウ

ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
る
茄
菊
の
関
税
化
等に
よ

り、
市
況
は
生
産
原
価
を
大
き
く
下
廻
り、
養
蚕は

十
五
年
間
程
度でピ
!
ク
時
の
百
分
の一

茄一弱
も

五
分
の一
程
度に
激
減
し、
農
地
の
荒
廃
化
と
他
産

業へ
の
農
業
人
口
の
流
出
が
続い
た

。
加
え
て、
製

糸工
業・
織
物工
業・
商
務
原
料
加工
業
も、
生
産

崩
壊に
よ
り
相
次い
で
操
業
停
止
と
な
り
「主

な
き

企
業
城
下
町
」へ
と
大
き
く

様
変
わ
り
し
た

。

平
成
六
年三
月 、
地
域
農
業
の
再
構

築
と
H

農
業

を
基
軸に
し
た
ま
ちづ
くりH
を
め
ざ
し、
JAは

広
域
合
併
し
JA

甘
楽
富
岡
が
設立
さ
れ、

市

町一
村
の
行
政
支
援 、
更に
は
県
プロ
ジェ
クト
と

リ
ン
ク
し
た
「ベ

ジ
タ
ブル
ラ
ン
ド

かぶ
の
里
農
業

振
興
計
画
」を
樹立
し、「
農に
よ
る
地
域
再
生
運
動
」

は
ス
タ
ー
ト
し
た

。

地
域
農
業
を
「

単品
専的
産
地
」
か
ら
「

少
量
多

品
目
型
産
地」
に
構
造
改
革
す
る
た
め、
ぷ呂
内
農

業
総
点
検運
動μ
を
実
践
し、
地
域
内
で
長
い
歴

史

の
中で
育成
さ
れ
て
い
た
百八
品
目
を
発
掘

。
わ
ず

か
残っ
た
専的
農
業
者
中
主吉
田1

年
女
性
新
規

参
入
者
など
多様
な
担
い
手
と
の
「チャ
レ
ン
ジ2

-
農
業プロ
グ
ラ
ム」
投入
に
よ
る
活
力
あ
る
生
産

活
動
は、

直売
所
をベ
l

ス
に 、
都
市の
消
費者に

グ
お
す
そ
分
け
の
心
で
旬
感
野
菜
を
お
届
け
しょ、っH

を
合
言
葉に
生
産
活
動
を
展開

。一二
十
四
名
の
会
員

で
ス
ター
ト
し
た
こ
のシ
ス
テム
は、
千三
百
五
十

名
余の
会
員
と
ト
レ
ーニ
ン
グ
セン
タ
ーと
し
て
の

直
売
所
(
食
彩
館)一
一ヶ
所 、
首
都
圏二
十
五ヶ
所

に
設
置
し
た
イ
ン
ショ
ッ
プ
店
(
大
手
量
販
店・
生

協
店
舗
内
直
売
施
設)

生
活
者
の
「

家
庭
菜
園」
と
し
て
の
役
割を
果た
し

へ
と
拡
大
し、
ま
さに
都
市

つ
つ 、
三
百
六
十
五
日
「

朝
獲り
直送
野
菜」
を提

供
しつ
づ
け
て
い
る
。

食
に

対
す
る
不
信が
渦巻
く
中、「
新
鮮・
安
心

安
全
・

賞
味
」
は
当
然
のこ
と、
「

だ
れ
だ
れ
さ
ん

が
生
産
し
た
農
産
物」
ま
さ
に
ト
レ
ー

サ
ピ
リ
テ

ィ
ー

に
よ
る
「

信
頼
関
係」
が
よ
り
強固に
な
り、

生
産
体
系は
更に
深
み
と
帽
を
拡
大
しつ
つ
ある

。

つ
い
に
は
「

第二
のふ
る
さ
と
宣
言」
を
し
た
消

費
地
と
「

姉
妹
都
市
締
結L 。
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
が

継
続し
て
い
る
。

ま
さ
に
「幽辰

業
を
基
軸に
し
た
都

市
と
の

交
流
」
が
整
然
と
オペ
レ
ー

ショ
ン
さ
れ
て

い
る
。

l 
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レ
容
が
均
ク
リ
ー

ン
ヅ
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M
ス
ム
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普
及セ
ン
タ
ー

管
内
は
愛
媛
県
北
部
に
位
置

し、
越
智
郡
島
しょ
部
九
町
村
で
構
成
さ
れ、

総
世
帯
数
約一
万
三
千
戸 、
人
口
約
三
万
人
で、

主
な
産
業
は
造
船 、
海
運 、
農
林
水
産
業
等
で

あ
る
。

平
成
十一
年
に
西
瀬
戸
自
動
車
道(
し

ま
な
み
海
道)
が
開
通
し、
観
光
客
の
増
加
で

農
漁
業
に
も
様々
な
影
響
が
出
始
め
て
い
る
。

そ
こ
で
平
成
十

二
年
に 、
九
町
村
で
し
ま
な
み

グ
リ
ー
ン・
ツ
l
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
を
結
成

し、
ひ
と、
も
の、
立
地
を
生
か
し
た
グ
リ
ー

ン・
ツ
1
リ
ズ
ム
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

体
験
学
習
計
画
の
樹
立
と
実
践

•••••• 

し
ま
な
み
グ
リ
ー
ン
・

ツ
1
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
が
発
足
し
て 、
グ
リ
ー
ン・
ツ
1
リズ
ム

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
学
習
を、
女
性

組
織
の
活
動
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

①
グ
リ
ー
ン・
ツ
l
リズ
ム
研
修
会

グ
リ
ー
ン
・

ツ
1
リ
ズ
ム
研
究
で
著
名
な
秋

田
県
立
大
学
短
期
学
部
の
山
崎
光
博
教
授
を
迎

今
治
中
央
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

伯
方
支
所

ぇ 、
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催
し
た
。

②
視
察
研
修

先
進
地
を
訪
れ
る
研
修
も
実
施
し
た
。

京
都

の
美
山
町
で
茅
葺
き
の
屋
根
を
残
し
た
景
観
を

売
り

物
に
し
た
民
宿
や
行
政
の
取
組
み、
大
分

県
の
安
心
院
町
で
は
会
員

制
の
民
宿
や
町
ぐ
る

み
で
の
推
進
状
況 、
福
岡
県
の
大
道
谷
の
里
は

自
給
農
産
物
を
生
か
し
た
郷
土
料
理
中
心
の
農

家
民
宿
な
ど
を
視
察し
て
情
報
を
収
集
し
た
。

ゼ
ク
リ
ー

ン
ツ
I
リ
ズ
ム
マ
ッ
プu
作
成

培っ
た
技
術
を
活
用
し
て
全
国
の
人
々
に
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と、
体
験
学
習
を
計
画
す
る

こ
と
に
し
た
。

計
画に
あ
たっ
て 、
体
験
は
生

活
研
究
グル
ー

プ
が一
番
自
信を
持っ
て
い
る

技
術
で、
人
数・
期
間
は
グル
ー

プ
員
達
で
よ

く
話
し
合い
無
理
を
し
ない
こ
と、
ま
た 、
受

け
入
れ
金
額
は、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ない
の
で
採

算
の
合
う
金
額
に
す
る
よ
う
に
と、
指
導
し
た
。

し
か
し、
体
験
内
容
を
決
め
た
り、
金
額
を

赤
尾

道
子

決
め
た
り
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り、
来
た
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
ばい
い
と
考え
る
人
が
多
く、

儲
け
に
繋
が
る
よ
う
な
価
格
設
定
で
は
な
かっ

た
が、
ま
ず
は
取
り
組
む
こ
と
と
し、
三
十二

の
体
験
学
習
計
画
が
出
来
上
がっ
た
。

体
験
内
容
は、
十
七
件
の
ふ
る
さ
と
の
味
体

験
(
イ
ギ
ス
豆
腐づ
く
り、
石
花
汁づ
く
り、

い
も

餅づ
く
り
等) 、
十
一
件
の
収
穫
体
験(
み

か
ん
狩
り・

魚
釣
り
等) 、
四
件
の
く
ら
し
の

技
体
験
(
切
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

等)
で
あ

ヴゐ
。し

ま
な
み
の
景
観
や
観
光
内
容
を
盛
り
込
み、

三
十
二
の
体
験
交
流
を
メ
イ
ン
に
し
た
ど
こ
に

も
ない
『

グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ムマ
ッ
プ』
を

作
成、
十
三
年
度
か
ら
体
験
交
流
を
始
め
た
。

十
三
年
度
体
験
型
交
流
の
結
果
と
成
果

十
三
年
五
月
か
ら
体
験
交
流
を
実
施
し
た
結

果 、
し
ま
な
み
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ムマ
ッ
プ

か
ら、
四
十八
体
験
(
ふ
る
さ
と
の
味
体
験三
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十
件・
く
ら
し
の
技
体
験
三
件・
収
穫
体
験
十

五
件)

、四
百
五
十
九
人
と
の
交
流
が
行
わ
れ
た

。

体
験
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
結
果

、

体
験
内
容
に
は
充
分
に
満
足
し
て
お
り
、

ま
た

来
た
い

、
他
の
人
に
も
知
ら
せ
た
い
と
答
え
て

い
る
た
め

、
リ
ピ
ー
タ
!
と
し
て
の
可
能
性
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

。

ま
た

、
体
験
を
受
け
入
れ
た
女
性
達
が

、
生

き
生
き
し
て
き
て
い
る
。

例
え
ば

、
昨
年
み
か

ん
農
家
は
価
格
低
迷
に
泣
か
さ
れ
た

。
み
か
ん

狩
り
体
験
を
受
け
入
れ
た
グ
ル
ー

プ
で
は

、
体

験
者
か
ら
島
の
み
か
ん
は
美
味
し
い
と
た
く
さ

ん
買っ
て
い
た
だ
き

、
お
ま
け
に
箱
注
文
ま
で

来
た

。
交
流
す
る
楽
し
み

、
所
得
向
上
に
も
繋

が
る
楽
し
み
が

、
み
か
ん
栽
培
意
欲
も
掻
き
立

て
て
い
る
。

十
四
年
度
百
体
験
メ
ニ
ュ
ー

で
実
施

平
成
十
三
年
度
は
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
が
中

押し花のコースター作り(吉海町)
内子町の人と交流

心
で
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
だ
が

、
十
四
年
度

は
、

管
内
の
女
性
三
組
織
(
グ
ル
ー

プ・
J
A

女
性
部・
漁
協
婦
人
部)
と

、
中
核
農
業
者
や

漁
協
関
係
者
が
参
加
し
て

、
体
験
学
習
を
計
画

し
た
結
果

、
十
三
年
度
の
三
倍
の
百
体
験メ
ニ

ュ
ー

に
ま
で
ふ
く
ら
ん
だ

。
漁
業
者
も
加
わっ

た
こ
と
で

、
いっ
そ
う
島
ら
し
い
体
験
内
容
と

なっ
た

。

女
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ

東
京
都
江
東
区
立
深
川
第
四
中
学
校
の
三
年

生
百
七
十一
名

、
先
生
十
五
名
が

、
五
l

六
名

の
班
に
分
か
れ

、
八
町
村
で
三
十
体
験
を
実
施

し
た

。
受
け
入
れ
側
は

、
中
学
生
と
の
ファ
ッ

ク
ス
の
や
り

取
り
で
前
準
備
を
し
、

子
供
や
孫

が
帰っ
て
く
る
よ
う
な
気
持
ち
で
迎
え
入
れ
た

。

一
番
心
配
だっ
た
の
は
天
候
で

、
前
日
は
濃
霧

の
た
め
船
が
欠
航
し
た
こ
と
も
あ
り
、

朝一
番

に
空
を
見
上
げ
た

。
東
京
か
ら
ど
ん
な
中
学
生

が
来
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
た
が

、
お
と

な
し
い
大
変
素
直
な
生
徒
た
ち
で

、
三
十
種
類

の
交
流
が
で
き
た

。

反
省
と
し
て

、
接
待
を
し
過
ぎ
な
い
こ
と

、

もっ
と
子
供
た
ち
を
自
由
に
体
験
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
の
話
が
あっ
た

。
生
徒
と
先

生
か
ら
の
お
札
の
手
紙
は

、
受
け
入
れ
た
人
た

ち
の
思
い
出
作
り
、

交
流
の
楽
し
さ
へ
と
広
が

つ
れ~
。

五
月一二
十
日
に
も
大
阪
の
羽
曳
野
市
立
高
鷲

南
中
学
校
の
修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れ

、
同
じ

よ
う
な
思
い
を
し
た

。

し
ま
な
み
グ
リ
ー

ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
の

課
題
と
展
望

グ
リ
ー
ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
の
意
味
も
充
分
で

な
かっ
た
グ
ル
ー

プ
員
が

、
研
修
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に

、
消
費
者
と
の
交
流
活
動
を
楽
し
み

に
す
る
ま
で
に
変
化
し
て
いっ
た

。

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は

、
農
家
民
宿・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン・
販

売
施
設(
直
販
や
宅
配)・
農
業・
農
村
体
験
や

学
習
の
た
め
の
施
設・
自
然
と
ふ
れ
あ
い
歩
き

回
る
た
め
の
道
路
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
l
ド

の

整
備
も
必
要
で
あ
り
、

現
実
化
し
つ
つ
あ
る
。

農
漁
業
者
が

、
女
性
が

、
高
齢
者
が

、
農
村

で
の
役
割
を
見
い
出
し
、

輝
き

、
そ
の
こ
と
が

若
い
世
代
の
関
心
を
呼
び

、
後
継
者
に
新
し
い

道
を
開
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

。

竹とんぼづくり体験
大阪の中学生が修学旅行で体験

3 
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竹
森
ガ
ー

デ
ン

竹

森
ガ
ー

デ

ン

の

経

緯

竹
森
ガ
ー

デ
ン
の
歴
史
は
昭
和
三
十
三
年、

高
知
県
池
川
町
か
ら
の
入
植
に
始
ま
り
ま
し
た。

葉
煙
草
の
栽
培
か
ら
始
ま
り、

そ
れ
か
ら
大

根
を
栽
培
し
同
時
に
漬
物
な
ど
の
加
工
品
も
手

掛
け
ま
し
た。

ス
ー

パ
ー
と
の
十
三
年
間
に
渡

る
産
地
直
送
販
売
に
も
取
り
組
み、

消
費
者
と

生
産
者
と
の
繋
が
り
を
構
築
し
て
来
ま
し
た。

現
在
は、
『
り
ん
ご
と
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
の

果
樹
園』

と
い
う
フ
レ
ー

ズ
で、
多
く

の
お
客

様
か
ら
親
し
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す。

出

会
い

か

ら

新
し

い

挑
戦
ヘ

私
は
高
校
卒
業
後、

長
野
県
で
三
年
間 、

落

葉
果
樹
の
栽
培
技
術
を
学
び
ま
し
た。

長
野
県

の
農
業
は、

私
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す。

り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
の
栽
培
方
法

は
も
ち
ろ
ん、
観
光
資
源
の
有
効
利
用 、
グ
リ
ー

ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
の
展
開
方
法
な
ど
多
く
を
学

久

万

町

竹

森
ガ

ー

デ

ン

び
ま
し
た。

平
成
八
年
三
月
に
家
業
を
継
ぎ
就
農
し
ま
し

た。

長
野
県
で
取
得
し
た
技
術
や
感
性
を
活
か

し
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
果
樹
園
経

営
を
し
よ
う
と
希
望
を
抱
い
て
い
ま
し
た。

当

時 、

父
は
五
十
四
歳。

現
役
パ
リ
パ
リ
で
す。

仕
事
の
こ
と
で
度
々
ぶ
つ
か
り
ま
し
た。

私
は

長
野
県
で
学
ん
だ
果
樹
栽
培
の
理
想
を
語
り、

父
は
現
実
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た。

理
想
と
現

実
が
行
き
交
う
中、

こ
の
土
地
で
果
樹
栽
培
を

志
す
苦
労
を
痛
感
し
ま
し
た。

ま
ず
気
象
条
件
の
違
い
と
い
う
壁
が
あ
り
ま

し
た。

こ
こ
は
雨
が
多
く、

果
樹
栽
培
に
向
い

て
い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
で
し
た。

こ
の
雨

を
効
率
よ
く
排
水
で
き
る
か
が
重
要
で
し
た。

新
た
に
果
樹
園
を
設
計
す
る
際
に
は、

大
型
重

機
で
転
地
返
し
を
行
い
土
壌
の
改
良
に
努
め
て

き
ま
し
た。

今
で
は、

降
水
量
の
多
い
地
域
で

は
栽
培
が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
醸
造
用
ワ
イ
ン

品
種
も
手
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た。

竹

森

洋

輔

私
は、

長
野
県
で
出
会
っ
た
友
達
の
一
言
で

ワ
イ
ン
に
興
味
を
持
ち、

醸
造
用
ワ
イ
ン
品
種

の
試
作
を
始
め
ま
し
た。
『
自
分
の
作
っ
た
ぶ

ど
う
で
ワ
イ
ン
を
楽
し
む』

ぶ
ど
う
農
家
で
あ

る
か
ら
こ
そ
や
り
た
か
っ
た
の
で
す。

竹
森
ガ
ー

デ
ン
で
は、

平
成
元
年
か
ら
り
ん

ご
・

ぶ
ど
う
の
樹
の
オ
ー

ナ
ー

制
度
に
取
り
組

ん
で
来
ま
し
た。

お
客
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
を

買
っ
て
い
た
だ
き、

一
年
間
を
通
し
て
収
穫
な

ど
の
作
業
体
験
を
し
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
で
す。

ワ
イ
ン
づ
く
り
も、

こ
の
オ
ー

ナ
ー

制
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
お
客
様
に
新
し
い
作
業
体
験
が

提
供
で
き
る
と
考
え
ま
し
た。

私
の
ワ
イ
ン
に
か
け
る
思
い
を
語
り、

賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
っ
て
き
ま
し
た。

今
年
四
月、

今
ま
で
構
想
を
抱
い
て
い
た
『
ワ

イ
ン
オ
ー

ナ
ー

倶
楽
部』

が
始
動
し
ま
し
た。

現
在 、

三
十
五
組
の
お
客
様
が
い
ま
す。

コ
ン
セ
プ
ト
は、

会
員
自
ら
が
体
験
し
作
り

出
す
こ
と
で
す。

ワ
イ
ン
づ
く
り
の
原
点
は
ぶ
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『。『え植を苗の
L
ウ
ー市
川卜
i、ねり→ノ

→
泊
ナ
イ
一
ワ
オ
が
ン
う

イ
泊
り
詳

ど
うづ
く
り
で
す。
も
ち
ろ
ん
苗
は
会
員
自
ら

の
手
で
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た。
植
樹
と
い

う
作
業
体
験
を
通
し
て、
新
た
な
楽
し
み
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す。

こ
れ
は、
私
に
とっ
て
新
し
い
挑
戦
で
も
あ

り
ま
す。
三
十
年
近
く
続
け
て
き
た
味
覚
狩
り

観
光
農
園
の
ス
タ
イ
ル
も
時
代
の
変
化
と
と
も

に
変
わっ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
収

穫
体
験
だ
け
で
な
く
果
物
が
育つ
過
程
を
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
思
い
始
め
ま
し
た。

体
験
を
経
て
感
動
を
生
み
喜
び
と
変
わ
る、
そ

ん
な
観
光
農
園
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す。

体
験
か
ら
生
ま
れ
る
感
動
を
大
事
に

近
年
グ
リ
ー
ン・
ツ
l
リズ
ム
が、
全
国
各

地
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た。

都
会
の
方
々
は
農
村
に
何
を
求
め
に
やっ
て
く

る
の
か
?

農
村
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
答
え
ら

れ
る
の
か
?
こ
の
果
樹
園
の
立
地
条
件
ま
た
地

域
の
風
土
を
飾
る
こ
と
な
く、
都
市
の
方
々
に

情
報
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す。

久
万
高
原
の
四
季
は
はっ
き
り
し
て
い
ま
す。

夏
は
涼
し
く
過
ご
し
ゃ
す
い
環
境
で
す。
し
か

し、
冬
は
極
寒
で
非
常
に
厳
し
い
自
然
条
件
を

兼
ね
そ
ろ
え
て
い
ま
す。
こ
れ
が
果
樹
園
の
あ

り
の
ま
ま
の
自
然で
す。
日
差
し
の
強
い
時
は

吹
く
風
を
心
地
よ
く
感
じ 、
ま
た
寒
さ
を
感
じ

れ
ば
暖
を
取
り、
火
の
有
難
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す。
こ
れ
は、
すべ
て
体
験
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
感
動
で
す。
こ
こ
を一
番
に
大
切

に
し
て
い
き
た
い、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す。グ

リ
ー
ン・
ツ
l
リズ
ム
が
広
がっ
て
い
け

ば 、
都
市
の
方
々
は
少
な
か
ら
ず
農
産
物
も
栽

培
す
る
で
しょ
う。
農
作
物
を
育
て
る
難
し
さ、

農
薬
の
必
要
性、
農
産
物
を
ス
ー

パ
ー

等
で
い

か
に
安
く
手
に
入
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
部
分

に
気づ
く
は
ず
で
す。
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
感

動・
感
謝
が
生
ま
れ
るこ
と
で
しょ
う。

ま
た
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
感
動
体
験
を

呼
び
起
こ
す
材
料
と
な
る
で
しょ
う。
そ
の一

つ一
つ
を
大
事
に
伝
え
て
い
くこ
と
が、
観
光

農
業
の
果
た
す
役
割だ
と
思
い
ま
す。

挑
戦
も
ま
た
体
験
か
ら
生
ま
れ
る

コ
ミュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す。
地
域
通
貨 、
昔
の
結
な
ど

も
そ
の一
つ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す。
農
村
で
は

過
疎
化
が
進
み、
集
落
営
農へ
移
行
す
る
必
要

性
が
出
て
来
ま
し
た。
同
時
に
後
継
者
不
足
が

叫ば
れ
る
と、
農
地
の
維
持
の
た
め
に
み
ん
な

の
力
や
助
け
合
い
が
必
要
で
す。
今
の
農
村
の

現
状
こ
そ
都
市
の
方
々
に
情
報
発
信
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
コ
ミュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
は
ロ
l

リ
ス
ク、
ロ
l
リ
タ
ー
ン
だ
と
言
わ

れ
ま
す。
そこ
に
は
感
動
や
達
成
感
な
ど 、
お

金
で
は
買
え
な
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
来
ま
す。

体
験
を
通
し
て
こ
の
価
値
観
を
見
直
す
場
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。

私
の
夢
は
限
り
な
く
続
い
て
い
ま
す。
一
年

に一
度
の
果
物づ
く
り。
挑
戦
で
き
る
こ
と
は

すべ
て
やっ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す。
一
生
涯

で
思
い
通
り
に
果
物
を
作
り
出
せ
る
の
は
たっ

た一
度
く
ら
い
だ
そ
う
で
す。
私
に
農
業
を
教

え
て
く
だ
さっ
た
方
の
言
葉
で
す。
『

夢
は
見

る
も
の
!

計
画
は
立
て
る
も
の
!

目
標
は
実
践

す
る
も
の』
こ
の
言
葉
を
心
の
中
に
置
き、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す。

次
世
代
の
観
光
農
業
の
あ
り
方
は、
農
業
の

魅
力
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
伝
え
て
い

く
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

5 
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古
久
里
来
の
誕
生
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子
供
た
ち
が
社
会
人
に
な
り
、

自
分
を
振
り

か
えっ
て
み
た
時

、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考

え
て
み
ま
し
た

。「
心
豊
か
に
年
を
重
ね
る
た

め
に
は

、
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か

。
今
ま

で
夢
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
こ
と
を
実
現
し
て

み
よ
う
」
と
。

そ
こ
で

、
夫
が
知
人
に
誘
わ
れ

て
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
ア
グ
リ
ツ
l
リ
ズ
ム
(
グ

リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム)
の
ス
タ
ディ
ツ
ア
1

に

参
加
し
話
し
て
く
れ
た
こ
と
や

、
こ
れ
か
ら
の

農
村
の
あ
り
方
等
を
参
考
に
し
て

、
フ
ァ
ー

ム

ラ
オ
ム

イ
ン・
R
A
U
M・
古
久
里
来
が
誕
生
し
ま
し

た
。

私一
人
で
何
が
出
来
る
か
と
い
う
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が

、「
と
り
あ
え
ず一
歩
踏
み
出

し
て
み
よ
う
。

何
と
か
な
る
さ:・
」
と
思っ
た

の
で
す

。
「

R
A
U
M」
は
ド
イ
ツ
語
で
空
間

、「
こ

く
り
こ」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
ヒ
ナ
ゲ
シ
の
こ
と

で
す

。
与
謝
野
晶
子
さ
ん
の
歌
「

あ
あ
皐
月
フ

6 

孝

夫
ω

ι 、

レ
� 

内
子
町

ラ
ン
ス
の
野
は
火
の
色
す
君
も
雛
器
粟
我
も

雛
器
粟」
の
雛
器
粟
か
ら
名
付
け
ま
し
た

。ヒ

ナ
ゲ
シ
の
咲
き
乱れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

、
鉄
幹

と
の
ん
び
り
う
た
た
寝
を
し
て
い
る
様
子
を
歌

っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す

。

「
古
久
里
来
」
は

、
田
舎
の
イ
メ
ー

ジ
で
当

て
字
で
す

。
お
い
で
に
なっ
た
方
が

、
こ
の
空

間
を
自
由
に
使っ
て
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き

、

リ
フ
レ
ッ
シュ
し
て
欲
し
い
と
の
気
持
ち
を
込

め
て
名
付
け
ま
し
た

。
平
成
七
年
の
八
月
オ
ー

プ
ン
で
す

。

古
久
里
来
の
取
り
組
み

グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
と
い、つ
の
は

、「
農

村
で
休
暇
を
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

農
村
と

都
市
の
交
流
が
で
き
る
場
を
作
り
た
い
と
の
思

い
も
あ
り
ま
す

。
今
ま
で
色
々
な
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た

。
外
国
か
ら
の
お
客
様

、
田

植
え
を
し
た
い
と
い
う
若
者
達

。
稲
の
成
長
を

見
に
訪
れ
て
く
れ
た
り
、稲

刈
り
を
し
て

、「
こ フ

ァ
ー

ム
・

イ
ン

R
A
U
M

古
久
里
来

森
長

種
子

れ
ほ
ど
大
変
な
思
い
を
し
て
作っ
て
い
る
の
だ

か
ら

、
お
米
を
大
切
に
し
な
い
と
ね

。L
と

、

ス
テ
キ
な
汗
と
共
に
い
い
言
葉
を
残
し
て
くれ

ま
し
た

。
ま
た

、
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
を
得

て
梨
の
袋
か
け
を
し
た
り
、

自
分
の
名
前
を
書

い
て
つ
け
た
袋
を
見
つ
け
収
穫
し
た
り
し
て

、

農
家
の
人
も
都
会
の
人
も
喜
ん
で
く
れ
る
出
会

い
の
場
と
な
り
ま
し
た

。

先
日

、「
わ
ら
ぞ
う
り
づ
く
り」
に
挑
戦
し

ま
し
た

。
十
名
ほ
ど
の
若
者
が
やっ
て
き
て

、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
?

」

「
お
ば
あ
ちゃ
ん

、
花
緒
は
?

」
お
ば
あ
ちゃ

ん
の
出
番
が
いっ
ぱ
い
で
す

。一
足
ず
つ
で
き

あ
が
り
、

に
ぎ
や
か
に
お
茶
の
時
間
で
す

。
み

ん
な
の
笑
顔
が
光っ
て
い
ま
し
た

。
お
年
寄
り

の
知
恵
と
技
術
を
い
た
だ
き
な
が
ら

、
新
緑
の

山々
を
違っ
た
目
で
見
て

、
農
村
の
良
さ
を
感

じ
て
も
らっ
た
り
、

若
者
か
ら
元
気
を
分
け
て

も
らっ
た
り
で
き
る
交
流
は

、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
こ
と
の一
つ
で
す

。
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わうぞうりづくりを体験
おばあちゃんの出番ですl

包帯一

い
ろ
い
ろ
な
体
験
メニ
ュ
ー

を
考
え
る
の
も、

私
の
役
目
で
す

。
都
市
の
人
た
ち
の
興
味
の
あ

る
こ
と
に
焦
点
を
当
て

、
毎
年
ちょ
っ
と
ずっ

変
わっ
た
こ
と
を
企
画
す
る
こ
と
も
大
切
か
な

と
思っ
て
い
ま
す

。

地
域
が
か
が
や
く

人
が
来
れ
ば
地
域
に
活
気
が
生
ま
れ、
美
し

く
な
る
の
で
す

。
や
は
り
、

誰
か
来
ら
れ
る
と

な
る
と、
掃
除
も
す
る
し、
ちょ
っ
と
お
し
ゃ

れ
も
し
ま
す

。
そ
し
て

、
新
し
い
風
が
ふ
き、

農
村
も
捨
て
た
も
の
じゃ
な
い
な
と

、
自
信
を

持っ
て
若
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
なっ

た
と
思
い
ま
す

。

泊
ま
ら
れ
た
人
と 、
地
域
の
人
と
の
交
流

イベ
ン
ト

だ
け
で
な
く、
お
客
様
の
知
識
と

経
験
を
分
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。
外
国
か

ら
の
お
客
様
の
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
お
話
し

な
ど
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き、
小
児
科
医
の
方

の
時
は
赤
ちゃ
ん
相
談
室 、
料
理
の
達
人
の
時

は
料
理
講
習
会、
押
し
花
の
先
生
の
時
は
押
し

花
教
室

、
夜
遅
く
ま
で
時
間
を
忘
れ
て

、
地
域

の
人
た
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
す

。
コ
ミュ
ニ
テ

ィ
ー

ホ
l

ル
に
な
れ
ば
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す

。

宿
泊
棟
の
こ
と

宿
泊
棟
は

、
円
柱
の
建
物
が
二
つ
くっ
つ
い

て
い
て

、
部
屋
に
はベ
ッ
ト

が
二つ
あ
る
だ
け

で
す

。
テ
レ
ビ
も
電
話
も
あ
り
ま
せ
ん

。
た
だ

プ
ラ
イバ
シ
ー

は
守り
た
い
と
の
思
い
で

、
各

部
屋
に

、
ト
イ
レ

、
洗
面
所 、
シ
ャ
ワ
ー

は
つ

け
ま
し
た

。
私一
人
で
ま
か
な
え
る
こ
と
が
基

本
な
の
で

、
定
員
八
人
の
小
さ
な
宿
で
す

。

都
市
の
方
た
ち
が
旅
を
す
る
時、
何
を
求
め

て
い
らっ
し
ゃ
る
の
か

。
そ
れ
は

、
非
日
常
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た

。
の
ん
び
り
過
ぎ
て

い
く
時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
し、
自
分

を
見つ
め
直
す
時
を
持っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思っ
て
い
ま
す

。
部
屋
に
お
い
で
あ
る
ノ
l
ト

に 、
「

テ
レ
ビ
が
な
い
お
か
げ
で、
夫
婦
の
会

話
が
は
ず
み
ま
し
た
」「
結
婚
記
念
日
で
す

。

時
間
を
忘
れ
て
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た

。
今

度
は
子
ど
も
も
つ
れ
て・:」
と
い
う
も
の
や

、

「
お
ば
ち
ゃ
ん
の
ご
は
ん
お
い
し
かっ
た
よ」

と
い
う
子
ど
も
さ
ん
の
た
ど
た
ど
し
い
字
も
あ

り
ま
し
た

。
嬉
し
い
言
葉
で
す

。

お
わ
り
に

外国からのお客様もあります。

「
自
分
が
楽
し
く
な
け
れ
ば、
来
ら
れ
た
方

た
ち
も
楽
し
く
な
い
は
ず」
と、
自
分
が
楽
し

い
こ
と
を
次
々
し
て
い
ま
す

。
お
金
に
は
代
え

ら
れ
な
い
宝
物
を

、
いっ
ぱ
い
い
た
だ
い
て
い

ま
す

。
い
ろ
い
ろ
な
とこ
ろ
か
ら
訪
れ
て
く
だ

さ
る
お
客
様
と
の
出
会
い
を
大
切
に 、
いつ
も

同
じ
で
な
く
、

少
し
で
も
新
し
い
こ
と
を
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ

、
慣れ
で
は
な
く、
初
心
を

忘
れ
ず
に
い
た
い
と
心
が
け
て
居
り
ま
す

。「ふ

る
さ
と
が
出
来
た
」と
思っ
て
い
た
だ
き

、寸
た

だ
い
ま」
の
声
が
増
え
ま
す
よ
う
に・:
。

「
お
か
え
り
な
さ
い
!」

7 
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j実日
曜
日
の
朝 、
渓
筋
で
は
見
慣
れ
な
い
車
が

公
民
館
へ
集
まっ
て
来
る。
ニコ
ニ
コ
し
な
が

ら
小
学
生
の
子
供
た
ち
が
下
り
て
来
る。
そ
の

後
で、
お
母
さ
ん
が
子
供
を
頼
も
し
そ
う
に
見

つ
め
な
が
ら
「

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声

を
か
け
る。

今
日
は
農
業
小
学
校
の
開
校
日。
子
供
は 、

今
日
を
待っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
駆
け
寄っ
て

来
る。
私
に
とっ
て
も
こ
の
上
も
な
く
う
れ
し

い。
「

お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
て一
日
が
始

ま
る。
お
母
さ
ん
た
ち
も
来
て
よ
かっ
た
と
い

う
顔。
毎
月
作
業
内
容は
違
う
が、
楽
し
み
の

よ、つ
で
あ
る。

開
校
の
経
緯

••••••• 

農
業
小
学
校は 、
平
成
九
年
四
月、
十
家
族

の
参
加
で
開
校
し
た。
今
年
で
六
年
目
延べ
七

十
五
家
族
が
参
加
し
た
農
業
小
学
校
の
設
立
の

契
機
は 、
自
然
体
験
ス
ク
ー

ル
を
当
町
の
社
会

教
育
課
が
主
催
し
都
市
と
農
村
の
交
流
を
開
始

野
村
町

し
た
こ
と
に
始
ま
る。
「

こ
の
活
動
を
よ
り
拡

大
し、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
広
げ
た
い」
そ

の
想
い
が一
人
の
役
場
職
員
に
あっ
た。

農
業
小
学
校
の
先
進
地
を
訪
ね 、
活
動
の
内

容
を
研
修
し、
ど
こ
で
実
施
す
る
か
検
討
を
重

ね 、
渓
筋
地
区
で
活
動
し
て
い
る
私
が
代
表
に

なっ
て
い
る
「

有
機
農
業
を
育
て
る
会」
の
メ

ンバ
ー
と
の
話
し
合
い
を
行っ
た。
農
業
小
学

校
は
ふ
る
さ
と
が
大
好
き
で
自
分
た
ち
の
想
い

を
農
村
の
生
活
を
都
会
の
子
供
た
ち
に
伝
え、

農
業
の
体
験
を
さ
せ
て
い
くこ
と、
自
然
の
中

で
子
供
ら
し
さ
を
身
に
つ
け
て
い
くこ
と
な
ど

と
い
う
考
え
が一
致
し
て、
教
育
に
全
く
の
素

人
が
取
り
組
む
こ
と
に
なっ
た。

こ
う
し
て、
子
供
た
ち
に、
農
作
業
や
農
村

滞
在
の
経
験
を
通
じ
て、
自
然
の
不
思
議 、
作

物
を
作
る
喜
び 、
自
分
で
作っ
た
も
の
を
食べ

る
楽
し
み、
農
村
に
暮
ら
す
人
々
の
や
さ
し
さ

な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
うこ
と
を
目
指
し
た
活

動
を
始
め
る
こ
と
に
なっ
た。

風
の
子
農
業
小
学
校

校

宇
都
宮

重

実

長農
業
体
験
の
中
の
子
供
た
ち

農
業
小
学
校
に
は 、
「

有
機
農
業
を
育
て
る

会」
の
メ
ンバ
ー

七
人
と
地
区
の
人
た
ち
若
干

名
が
ス
タッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
る。

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
月
一
回
開
校
し、
野

菜 、、つ
く
り
を
中
心
に
稲
作
や
自
然
体
験
を
実
施

し
て
い
る。
自
然
体
験は
タ
ケ
ノコ
掘
り・
山

菜
採
り・
川
遊
び
等 、
農
作
業
は
野
菜
の
苗

植・
極
ま
き・
田
植
え・
草
取
り・
稲
刈
り・

野
菜
の
収
穫
等 、
農
村
で
行
わ
れ
て
い
る
すべ

て
で
あ
る。
稲
作
は
ア
イ
ガ
モ 、
野
菜は
有
機

栽
培
で
行っ
て
い
る。

都
会
の
お
母
さ
ん
も
子
供
た
ち
も
せっ
せ
と

労
働
に
励
ん
で
い
る。
ど
ち
ら
か
と壬一
ヲん
ば、

子
供
た
ち
よ
り
お
母
さ
ん
の
方
が
熱
心
の
よ
う。

仲
間
同
志
お
しゃ
べ
り
し
な
が
ら 、
結
構
楽
し

そ
う。
子
供
た
ち
は
し
ば
ら
く
す
る
と
川
の
方

へ
行っ
て
い
る。
本
来
司
も
子
も
自
分
で
作
物

を
作
る
機
会
の
少
な
い
都
会
の
人
た
ち。
現
代
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もちつき

つ
子
の
た
め
に
農
業
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
た
の
に、
子
供
は
川
遊
び
が
気
に

入っ
た
よ
う
。

で
も、
イ
モ
を
掘っ
た
り、
大

根
を
抜
い
た
り
す
る
の
は
面
白
い
よ
う
だ

。「
お

母
さ
ん、
こ
れ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
と
見
せ
る
。

開
校
日
の
昼
食
は、
女
性
ス
タッ
フ
に
よ
る

季
節
の
料
理
で、
田
舎
で
し
か
味
わ
え
な
い

。

こ
れ
が
好
評
で、
「一

番
の
楽
し
みL
と
言、っ

。

ま
た、
「曲辰

業
を
知
ら
な
かっ
た
私
た
ち
が
人

の
暖
か
さ
と
自
然
の
豊
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き、
自
分
の
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
物
が
食

べ
ら
れ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
る」
と
も一一一白
う
。

時
に
は、
私
方
に
何
家
族
か
泊
ま
り、
参
加
者

と
地
区
の
人
た
ち
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
交

流
が
あ
る。
こ
ん
な
関
係
が
都
市へ
の
産
直
活

動
に
も
つ
な
が
り、「
き
れ
い
な
山
の
水
で
作っ

た
お
米
は
安
心
で
き
る
し、
う
ま
いL
と
言っ

て
い
る
。

お
母
さ
ん
た
ち
は、
「

一説
筋
地
区
に
い
る
時

の
子
供
た
ち
の
生
活
は
家
で
は
絶
対
に
見
ら
れ大根抜きは面白い!

な
い」
と
言
う
。

何
も
忘
れ
て
無
心
に
遊
ん
で

い
る
。

渓
筋
で
初
め
て
出
会っ
た
子
供
た
ち
は

本
当
に
仲
良
く
し
て
い
る
。

お
母
さ
ん
た
ち
も、

こ
の
光
景
を
満
足
そ
う
に
見
て
い
る
。

帰
り
の
車
の
中
で
「

今
日
は
カ
エ
ル
を
捕
ま

え
た

。
明
日
も
来
て
い
ろ
ん
な
物
を
捕
ま
え
よ

う
ね
」
と
い
う
子
供
も
い
る
と
言
う
。

渓
筋
が

気
に
入っ
た
様
子

。「
子
供
に
は
今
日一
日
好

き
な
よ
う
に
さ
せ
る
ん
だ」
と
言っ
て
い
る
。

昨
年
の
稲
刈
り
の
時 、
始
め
は
鎌
で一
生
懸

命
稲
刈
り
を
し
て
い
た
の
に、
一
人
が
ド
ロ
を

投
げ
た

。
さ
あ
始
まっ
た

。二
人、
三
人
と
加

わっ
て
ド
ロ
合
戦

。
お
母
さ
ん
た
ち
も
誰一
人

止
め
よ
う
と
し
な
い

。
服
は
ド
ロ
だ
ら
け
だ
が、

何
枚
も
の
着
替
え
を
持っ
て
来
てい
る。
多分

家
で
は、
「

汚
す
ん
じ
ゃ
な
い
よ

」
と
言っ
て

い
る
と
思
う
。

私
に
も
ど
う
表現
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
が、
農
業
小
学
校へ
来
る
親
子

の
ふ
れ
あ
い
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
農
業
小
学
校
も、
実
施
し
て
い
く
中
で

い
くつ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。

子
供
た
ち
に
無

理
に
農
作
業
を
さ
せ
る
こ
と
が
よ
い
の
か

。
ま

た一
方
で
は、
参
加
し
て
く
れ
る
小
学
生
や
親

た
ち
が
渓
筋
に
来
て
よ
かっ
た
と
思っ
て
く
れ

る
か

。
そ
れ
が
子
供
の
将
来へ
つ
な
がっ
て
い

く
か

。
新
し
い
試
み
を
模
索
し
な
が
ら、
農
業

小
学
校
の
発
展
を
期
し
た
い
し、
地
域
の
活
性

化
につ
な
げ
て
い
き
た
い

。

9 
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存ノ、
伊
か
た
ク
ル
ー
フ

文
化
財
を
心
の
拠
り
所
に

宮
城
県
名
取
市
は

、
仙
台
市
の
南
隣
で

、
山

海
に
固
ま
れ
て
お
り
、

日
本一
の
セ
リ・
ミョ

ウ
ガ

、
東
北一
の
カ
ー

ネ
ー

ショ
ン

、
そ
の
他

数
多
く
の
農
産
物
が
作
ら
れ
て
お
り
ま
す

。
ま

た
、

埋
蔵
文
化
財
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す

。

私
ど
も
は

、
や
や
海
岸
寄
り
の
仙
台
空
港
に

車
で
五
分
の
所

、
静
か
な
田
園
地
帯
に
あ
り
ま

す
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中

、
農
業
を
営
み

、

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
生
家
の
屋
敷
を
活
用

し
て

、
農
家レ
ス
ト
ラン
た
て
の
い
え
を
聞
い

て
お
り
ま
す

。

文
化
財
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は

、
祖
先
が

残
し
て
く
れ
た
文
化
遺
産
を
た
だ
見
る
だ
け
に

終
始
せ
ず

、
形
が
変
わ
れ
ど
も

、
い
ろ
い
ろ
な

活
用
方
法
が
あっ
て
も
し
か
るべ
き
で

、
そ
う

す
る
こ
と
が
古
き
良
き
も
の
を
伝
承
し
て
い
く

一
助
に
な
る
し
、

地
域
の
活
性
化
の
源
に
も
な

る
と
思
い
ま
し
た

。
そ
れ
ゆ
え

、
多
く
の
人
た

••••••• 

宮
城
県
名
取
市

ち
の
心
の
拠
り
所
に
し
た
い
と
い
う
願
い
が
あ

れノ
土品
lu
れ~

。

そ
れ
で

、
ま
ず
私
が
所
属
し
て
い
る
農
産
加

工
グ
ル
ー

プ
や
か
た
(
四
人
の
メ
ンバ
ー)

で
、

自
分
た
ち
の
作
品
発
表
会
で
あ
る
や
か
た
祭
り

を
行
い
ま
し
た

。
目
的
は

、
農
産
加
工
販
売
と

地
域
交
流
で
す

。
そ
の
加
工
の
過
程
に
お
い
て

、

先
人
の
創
意
工
夫
が
今
に
受
け
継
が
れ
て
お
り

ま
す

。
そ
う
い
う
先
人
の
残
し
た
素
晴
ら
し
い
地
域

文
化
を
継
承
し
、

後
世
に
伝
承
し
て
い
く

夢
の

実
現
も
あ
り
ま
し
た

。
し
か
し
、

四
人
の
メ
ン

バ
ー

で
現
実
化
す
る
の
は
至
難
で
す

。
そ
れ
で

、

町
内
の
各
種
団
体
に
呼
び
か
け

、
企
画
構
成
は

や
か
た
グ
ル
ー

プ
、

主
役
と
し
て
演
じ
る
の
は

町
内
の
人
た
ち
と
い
うこ
と
で
やっ
て
い
ま
す

。

たっ
た
四
人
に
町
内
か
ら
五
十
人
の
お
手
伝
い

、

三
百
人
の
お
客
様
が
あ
り
、

お
陰
で
地
域
の
輪

、

都
会
と
の
交
流
の
輸
が
広
が
り
ま
し
た

。

そ
れ
に
よっ
て

、
さ
ら
な
る
活
動
意
欲
が
沸

や
か
た
グ
ル
ー
プ

代

洞
口

と
も
子

表

き
、

さ
な
ぶ
り
祭
り(
昔
の
田
植
え
の
慰
労
会

の
こ
と
で

、
現
在は
地
域
に
伝
わ
る
い
ろ
い
ろ

な
文
化
を
紹
介)

、
ム
l
ン
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー

ト(
お
月
見
会
で

、琴
、和

太
鼓

、胡
弓

、パ
ー

カ
ッ
ショ
ン
等
の
コ
ン
サ
ー
ト)
、

や
か
た
祭

り
と

、
年
三
回
の
イベ
ン
ト
を
組
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た

。
常
に
や
か
た
グ
ル
ー

プ
は

、
地
域

の
人
た
ち
と一
緒
に

、
文
化
財
を
拠
り
所
に

、

都
市
と
の
交
流
の
輸
を
広
げ
て
お
り
ま
す

。
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を
囲
ん
で

、「
お
茶
飲
ん
で
い
が
い
ん
」
か
ら

始
まっ
て

、
地
域
の
い
こ
い
の
場

、
都
会
の

人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

、
談
議
・

論
議
の
コ

ミュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
なっ
て
い
ま
す

。「
う

だ
か
ら

、
昔
の
よ
う
に
循
環
型
の
生
活
を
し
て

い
れ
ば

、
環
境
問
題
な
ん
か
騒
が
な
く
て
も
い

い
のっ
し
ゃ」
と

、
農
家

、
農

村
の
す
ば
ら
し

さ
を
私
た
ち
よ
り
先
に
地
域
の

人
た
ち
が
話
し

て
く
れ
る
の
で

、
産
直
市
は
す
ば
ら
し
い
世
界

を
作
り
上
げ
て
お
り
ま
す

。

そ
の
す
ば
ら
し
い
応
援
で
さ
ら
に
大
き
な
輪

が
広
が
り
、

平
成
十

二
年
に
は
量
販
店
の
イ
オ

ン
グ
ル
ー

プ
ジ
ャ
ス
コ
名
取
店
か
ら
「

当
店
で

地
場
産
品
コ
ー

ナ
ー

を
設
け
る
の
で

、
ぜ
ひ

句

の
情
報
館
に
お
願
い
し
た
い
」
と
依
頼
が
あ
り

ま
し
た

。
私
た
ち
は
他
の
グ
ル
ー

プ
に
も
話
を

時 め 流 P 情 に が く 空 串 風 地 プ だ ご ズ た ラ ま て 村 「 の
か る を R 報 五 句 あ こ 間 焼 に 域 の く し ム レ 訳 ン し の 女 特 中 そ
ら こ 通 し 発 人 の り と も き ア の 完 こ 、 の ス で 、 た 消 性 産 で の
五 と E て 福 加 情 、 で お 、 レ 旬全 と 心 意 ト す 産 。 費 の 物 築 重
時 を 、 い 地 わ 報 全 す 料 そ ン の 予 で 身 味 ラ 。 直 そ 者 自 へ き 要
ま 目 互 ま と つ 館 十 。 理 し ジ 食 約 す と 合 ン 市 れ と 立 「 上 文
で 的 い す し て で ー や と て し 材 制 。 も い の 、 ら の 、 歴 げ 化
聞 と に 。 て 九 は 品 か し 日 た で γ そ に を 目 旬 の 交 地 史 て 財
店 し 農 消 、 人 、 で た て 本 料 、 じり リ 認 的 の 結 流 域 と き の

、 業 費 広 の 現 二 コ 召 建 理 伝 て ん フ 識 は 伊果 を へ 文 た 活
お 毎 に 者 く メ在千l し 築 、 承 お 台 レ し 、 報 と し の 化 「 用
陰週対 と 名 ン や 五 ス 上 の 囲 料 り V � ツ 、 グ 館 し て 貢 」 技 を
様 土 す 生 取 パ か 百 と が 文 炉 理 ま ー シ ゆ リ の て い 献 を 術 し
で 曜 る 産 の l た 円 餅 つ 化 裏二 す 日 ユ つ l 開 農 こ 、 生 」 、 て

、 日 理 者 農 で グ 。 膳 て 、 で 品 。 ー し く ン 設 家 う 食 か 「 い
囲午解 と 産 、 ル コ い 建 の 、 特 グ て り ツ に レ と を し 人 る

炉 後 を の 物 句 た 物 魚 現 長 ル い と ! な ス 思 通 、 脈 流
裏 二 深 交 を の プ ス だ の の 代 は | た 過 リ つ ト い し 農 」 、 れ

※ 
い
ぐ
ね

そ茅
れ葺
5き
は屋
家根
をや
建瓦
てを
ゐ 守
用 る
可
燃の
料 防
と風
な林
り、家
!隙の
や境
し界
た午
後 ðD

肢は ;ヱ
洗 ヨ
剤 tE
や匂
E主主

地
の
土
壌
改
良

使
わ
れた

農
業
・

農
村
に
対
す
る
理
解
を

し
、

と
も
に
産
直
に
取
り
組
ん
だ
方
が
よ
り
広

く
名
取
の
農
産
物
の

P
R
に
も
な
る
し
、

地
産

地
消
の
運
動
に
も
な
る
と
考
え
ま
し
た

。
三
グ

ル
ー

プ
十
六
名
で
サ

ン
サ

ン
メ
イ
ト
を
立
ち

上

げ
、

去
年
の
五
月
か
ら
新
鮮

、
安

全
、

安
心

、

顔
の
見
え
る
コ
ー

ナ
ー

を
設
け
て
い
た
だ
き
販

売
し
て
お
り
ま
す。

重
要
文
化
財
で
の
年三
回
の
活
用
か
ら
端
を

発
し
、

農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
、

句
の
情
報
館

、
サ

ン
サ

ン
メ
イ
ト
と

、
や
か
た
グ
ル
ー

プ
は
地
域

の
人
た
ち
の
応
援

、
支
え
に
よっ
て
羽
ば
た
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。。

文
化
財
を
生
涯
学
習
の
場
に
も

旬の情報館
文化財を活用して、 名取の震産物をPR

今
後
は

、
さ
ら
な
る
産
直
ネッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
、

地
産
地
消
の
運
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に

、
全
滅
寸
前
のハ
マ
ボ
ウ
フ
ラ
を
蘇
ら
せ

る
環
境
問
題
に
も
取
り
組
み

、
で
き
る
こ
と
で

あ
れ
ば
商
品
化
ま
で
進
め
て
い
き
た
い
と
願っ

て
お
り
ま
す

。

ま
た
現

在
、

宮
城
教
育
大
学
の
協
力
を
い
た

だ
い
て

、
い
ぐ
ね
の
学
校
(
小
学
生

対
象)
を

聞
き

、
い
ぐ
ね
の
意
味

、
重
要
性
を

解
き

、
昔

の
循
環
型
生
活
の
勉
強
し
て
お
り
ま
す

。
将
来

、

拠
り
所
で
あ
る
文
化
財
を
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う

、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
頑
張っ
て
行
き
た
い
と
思っ
て
お
り
ま
す。
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論談'ーまちづぐり一

地域活性化のオルタナティヴ、
ーグリーン ・ ツーリズムの理念と意義一

辰司木

東洋大学社会学部

三主
円授教

1 .

グ
リ
ー

ン
・

ツ
|
リ
ズ
ム
の
理
念

日
本
に
グ
リ
ー
ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
(
以
下
G

T)

が
政
策
的
に
導
入
さ
れ
て 、

ち
ょ
う
ど
十

年
が
経
過
し
た。

リ
ゾ
ー
ト

開
発
が
頓
挫
し
た

当
時、

新
た
な
農
山
漁
村
の
活
性
化
手
法
と
し

て
提
起
さ
れ
た
G
T
で
あ
る
が、

ま
だ
ま
だ
誤

解
や
曲
解
が
多
い
よ
う
で
あ
る。

「
G
T
研
究
会
中
間
報
告」

に
よ
れ
ば、

G

T
と
は、
「

都
市
と
農
村
の
相
互
補
完
・

共
生

に
よ
る
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
基
本
目
標
と

し
た、
『

緑
豊
か
な
農
村
地
域
に
お
い
て 、

そ

の
自
然 、

文
化、

人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞

在
型
の
余
暇
活
動
(
農
村
で
楽
し
む
ゆ
と
り
あ

る
休
暇)』
」

と
さ
れ
る。

こ
こ
で
の
「

グ
リ
ー
ン

」
に
は、

単
に
「

緑」

や
「

自
然」

と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く、
「

地

上
の
す
べ
て
の
生
命
の
尊
重、

資
源
の
適
正
利

用 、

あ
る
い
は
す
べ
て
の
生
物
の
相
互
関
連
の

認
識」

と
い
う 、

環
境
保
全
や
社
会

文
化
の

持
続
可
能
性
の
確
保
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
る。

ま
た、
「

ツ
l
リ
ズ
ム
」

と
は、

物
見
遊
山

的
観
光
で
は
な
く、

様
々
な
個
性
的
な
体
験
や

交
流
を
通
し
て
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
活

動
を
意
味
し 、
そ
う
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

定
着
に
よ
っ
て 、

新
た
な
複
合
的
な
農
村
産
業

の
振
興
を
め
ざ
す
理
念
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

、
つノ O

12 

こ
う
し
た
基
本
的
認
識
が
な
い
ま
ま
に 、
「

農

村
観
光」

や、
「

安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う」

の
農

家
民
宿
運
動
と
捉
え
た
「

安
上
が
り
農
村
リ

ゾ
ー
ト」

づ
く
り
や、

農
業
や
自
然
体
験
メ
ニ

ュ
ー

合
戦
が
目
立
つ。

要
は、

リ
ゾ
ー
ト

開
発

の
失
敗
か
ら
何
を
学
び 、

自
立
的
な
農
山
漁
村

の
活
性
化
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る。

2 .

グ
リ
ー

ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
・

そ
の
背
景
と

戦
略
的
課
題

西
欧
初
発
の
理
念
と
手
法
を
日
本
に
い
か
に

定
着
さ
せ
る
か。

筆
者
は、

イ
ギ
リ
ス
の
地
域

活
性
化
手
法
の
多
様
さ
と
質
の
高
さ
に
魅
入
っ

て
久
し
い
が、

日
本
と
共
通
す
る
点
も
少
な
く

二
、。

Jh目

し全
般
的
な
農
産
物
過
剰
基
調 、

中
山
間
地
域

の
過
疎
化、

耕
地
の
荒
廃
化、

環
境
問
題
の
広

が
り
と
い
う
困
難
な
却問
題
の
下
で、

多
様
な
資

源
の
有
効
活
用
に
よ
る
田
園
地
域
の
多
面
的
振

興(
カ
ン
ト
リ
ー

サ
イ
ド
・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト)

の
重
要
な
柱
が
G
T
の
振
興
と
そ
の
基
盤
整
備

で
あ
る
が、

日
本
で
の
こ
う
し
た
課
題
へ
の
認

識
は
決
し
て
十
分
で
は
な
い。

戦
略
的
課
題
は、

①
農
家
経
済
の
多
角
化、

農
村
経
済
の
多
元
化、

②
農
村
文
化
の
再
構
成 、

③
農
村
の
自
然 、
準
自
然
環
境
の
保
全
・

再
創

造 、

④
地
域
経
営
の
視
点
に
よ
る
地
域
連
携
体

制
の
確
立
が
あ
り 、

そ
の
結
果
と
し
て
農
村
地



安
心
院
町
農
村
民
泊

H
舟
板
昔
話
の{
界

中
山
ミ
ヤ
子
さ
ん

炉
ろ
り
端
の
交
流
が
最
高

域
住
民
の
地
域へ
の
愛
着
や
誇
り
を
再
創
造
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
農
山
漁
村

特
有
の
-課
題
を、
都
市

生
活
者
の
価
値
志
向
の
転
換
を
基
軸
と
し
た、

対
等
で
継
続
的
な
都
市
農
村
交
流
に
よっ
て
実

現
す
る
こ
と
に、
G
T
の
地
域
活
性
化
手
法
と

し
て
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
(
代
替
性)
が
あ
る
。

3 .

日
本
型 "
ク
リ
ー

ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
の
モ
デ

ル
ー

大
分
県
安
心
院
町

大
分
県
安
心
院
町
は、
日
本
型
G
T
の
最
先

端
の
実
践
地
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。「

身

の
丈
の
実
践」

。
安
心
院
の
実
践
の

特
徴
は
こ

の
二百
に
尽
き
る
。

農
村
民
泊
(
農
泊)
と
い

わ
れ
る
会
員

制
方
式
は、
町
内
三
十
戸
以
上
の

ネッ
ト
を
作
り、
年
間
千
人
以
上
の
宿
泊
実
績

ま
で
に
至っ
てい
る
。

そ
の
秘
訣
は、
農
家
を
中
心
と
し
た
住
民
主

体
の
「

安
心
院
町
G
T
研
究
会」
の
主
体
的
で

多
元
的
な
実
践
力
と、
行
政
・

議
会
の
理

解
・

後
方
支
援
とい
う
一
体
的
取
り
組
み
に
あ
る
。

そ
の
実
績
が

認
め
ら
れ
て、
こ
の
春
大
分
県
で

は、
農
家
で
の
宿
泊
交
流
に
お
け
る
規

制
緩
和

が
全
国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た

。

会
員
の
積
み
立
て
金
活
用
の
「

無
尽
方
式」

に
よ
る
ド
イ
ツ・
アッ
カ
|
レン
村へ
の
海
外

視
察
者
は、
町
長
も
含
め
て
五
年
間
で
五
十
人

以
上
に
達
し
た

。
交
流
活
動
の
成
否
は
外
か
ら

の
視
点
の
導
入
に
か
かっ
てい
る
が、
国
内
外

の
先
進
地
視
察
や
実
践
者
と
の
絶
え
ざ
る
交
流

が、
安
心
院
の
実
践
を
支
え
てい
る
。

4 .

新
た
な
価
値
創
造
に
向
け
て

「
農」
の
多
面
的
価
値
創
出

。
B
S
E
問
題

や
不
正
食
品
表
示
問
題
や
不
正
添
加
物
使
用
等 、

食
を
め
ぐ
る
安

全
性へ
の
不
信
感・
不
安
感
が

高
ま
る
中、
圧
倒
的
多
数
の
都
市
生
活
者
に
と

っ
て、
今
ほ
ど
便
利
で
手
ご
ろ
な
食
生
活へ
の

問い
返
し
が
な
さ
れ
てい
る
時
は
ない
。

農
山

漁
村
と
都
市
を
市
場
原
理
で
分
断
す
る
の
で
は

な
く、
「

人
間・
生
命
原
理」
で
繋
ぐ
試
み
と

し
て、
G
T
は
大
き
な
意
義
を
有
し
てい
る
。

多
く
の
人
々
が、
そ
の
人
な
り
に
「

農
の
あ

る
暮ら
し

」
を
無
理
な
く
着
実
に
自
分
の
も
の

と
す
る
こ
と
。

「
飽
食
の
時
代」
とい
わ
れ
る
「

モ
ノ
あふ

れ」
の
状
況
で、
我々
に
課
せ
ら
れ
てい
る
の

は、「
生
活
の
質」
の
向
上
と「
心・
命・
環
境
」

を
中
心
と
し
た
価
値
観
の
創
造
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
南
西
部
サ
マ
l

セッ
ト

県
の
G
T

戦
略
の
課
題
は、
「

秘
密
の
共
有
」。
感
動
的
な

交
流
を
通
し
て、
決
し
て
マ
ニュ
ア
ル
通
り
で

ない
体
験
を
共
有
す
る
。こ

う
し
た
都
市生
活

者
と
農
山
漁
村
住
民
と
の
確
か
な
価
値
共
有
を

G
T
の
基
本
的
理
念
と
し
て
踏
ま
え
て、
着
実

な
実
践
を
広
げ
たい
も
の
で
あ
る
。

13 
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グ
リ
ー

ン
ツ
I
リ
ズ
ム
の

夜
が
明
け
た

画
期
的
な
展
開
と
は
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か。

あ
と
十
年
は
か
か
る
と
思っ
て
い
た
農
村
民

泊
(
通
称
「

農
泊
」)
を
あ
る
が
ま
ま
で
始
め

ら
れ
る
安
心
院
方
式
を
ほ
ぼ

認
め
た
形
で、
大

分
県
生
活
環
境
部
長
名
で
出
さ
れ
た
「
3・
2

8
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
通
知」。
こ
の
こ
と

が
朝
日
新
聞
の
四
月
二
日
九
州
版
に
掲
載
さ
れ

る
と
同
時
に

、
イ
ン
タ
ー

ネッ
ト

で
全
国
に
報

じ
ら
れ
た。

全
国
の
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ム
関
係
者
か
ら

何
本
も
電
話
が
あっ
た
が、
「

ゃっ
た
」
な
ん

て
気
持
ち
は
な
く、
た
だ
目
の
先
が
痛
く
な
る

ほ
ど
泣
け
た。
同
居
し
て
い
る
子
供
が
事
の
重

大
さ
を
理

解
し
て
く
れ
て一
緒
に
涙
ぐ
ん
で
く

れ、
余
計
泣
け
た。
通
知
の
出
さ
れ
た
三
月二

十
八
日
が

、
苦
し
く
も
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン

ツ
l
リズ
ム
研
究
会
が
六
年
前
の
平
成
八
年
に

設
立
さ
れ
た
日
で
あ
る
の
は
何
と
も
因
縁
め
い

て
い
る。

当
時
周
囲
で
は
ツ
l
リ
ズ
ム
が
「

二
つ
の
リ

ズ
ム

、
音
楽
関
係
で
す
か
?L
と
か、
「

新
型

の
チュ
ー

イ
ン
ガ
ム
で
す
か
?」
と
か

、
当
会

の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ
「

心
の
せ
ん
た
く

」
か

ら
新
型
の
宗
教
と
も
思
わ
れ
て
い
た
の
が

、
今

と
なっ
て
は
懐
か
し
い。

14 

ぶ
ど
う
の
灯
を
消
す
ま
い

私
は

、
三
十
年
前 、
隣
の
宇
佐
市
か
ら
ぶ
ど

う
を
作
る
た
め
に
安
心
院
町
へ
入
植
し
た
ぶ
ど

う
専
業
農
家
で
あ
る。
当
時
安
心
院
町
で
は

約

四
百
か
四
百
軒
の
ぶ
ど
う
農
家
が
い
た
が

、
ほ

ぼ
半
減に
近
い
状
況
に
なっ
た。
こ
の
運
動
の

立
ち

上
が
るエ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
なっ
て
い
る

「
町
の
イ
メ
ー

ジ
ぶ
ど
う
の
灯
を
消
し
て
た
ま

る
か」
の
精
神
が、
皆
の
心
を
一
つ
に
し
た。

七
年
目
を
迎
え
る
当
研
究
会
の

特
徴
は

、
専

門
部
活
動
が
自
主
的
に
動
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る。
広
報
部
を
は
じ
め

、
ア
グ
リ 、
環
境
美
化

、

企
画
開
発、
農
泊 、
そ
し
て
全
会
員
三
百
四
十

名
の
半
数
以

上
を
占
め
る
応
援
団
が
す
ご
い。

こ
のパ
ワ
!

な
く
し
て

、
今
日
は
語
れ
な
い
だ

広ソ、つノ 。そ
ん
な
中、

特
に
全
国
に
注
目
さ
れ
た
の
が、

会
員
制
の

、
空
い
て
い
る
部
屋
で
ス
タ
ー
ト

す

る
安
心
院
方
式
「

農
泊
」
だっ
た。
現
在
い
つ

で
も
泊
ま
れ
る
家
が
十
四
軒
あ
り
、

ご
く
自
然

に
こ
の
形
が
出
来
上
がっ
た。
た
だ

、
こ
の
形

が
日
本
で
安
心
院
し
か
な
い
と
い
う
現
実
に
私

た
ち
は
驚
い
た。(
念
を
押
し
ま
す
が

、「
農
泊」

は
研
究
会
の
中
の一
部
の
活
動
で
あ
る
こ
と
を

明
記
し
て
お
き
ま
す)



過
疎
と
い
う
言
葉
の
な
い

ド
イ
ツ
を
目
標
に

六
年
前、
日
本
の
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ム
の

今
後
は
誰
に
も
分
か
ら
ない
と
言
わ
れ
てい
た

。

そ
ん
な
風
な
ら
と、
気
楽
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー

ト
し
た
の
が
本
当
の
所
で
あ
る
。

そ
の
年
の
十一
月
に
無
尽
講
方
式
(
月々
四

千
円
を
五
年
間
か
け、
行
け
る
人
か
ら
順
番
に

行
く)
の
第一
陣
で
ド
イ
ツ
に行
き、
激
し
い

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

。
ド
イ
ツ
で

は、
一
番
奥
地
の
農
村
にゴ
ミ一
つ
落
ち
て
な

く、
大
き
な
看
板
も
な
く、
電
信
柱
も
塀
も
洗

濯
物
も
目
につ
か
ず 、
荒
れ
た
土
地
も
な
かっ

た
。

ま
さ
か
と
思っ
た
が、
「

過
疎
」
と
い
う

言
葉
が
ない
現
実
に、
今
の
日
本
に
比べ
て、

驚
き
以
外
何
も
ない

。

「
そ
れ
だ
!」

安
心
院
の
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ

ズ
ム
の
目
標
は
ド
イ
ツ
に
出
来
た

。
人
口
五
千

八
百
人
の
フ
ォ
ー

ク
ト

ブ
ル
グ
市
長
に
「

ど
れ

安心院方式農泊

く
ら
い
の
人
が
こ
の
運
動
に
関
わっ
て
ま
す

か
?」
と
質
問
す
る
と、
何
故
そ
ん
な
質
問
を

す
る
の
と
両
手
を
広
げ
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し

て
「一

O
O
%」
と
言っ
た

。
そ
の
時
の
市
長

の
顔
を
今
で
も
鮮
明
に
思い
出
す

。

ヨ
ー

ロッ
パ
で
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ム
の一雇

用
は
全
雇
用
の一
割
を
占
め
る
。

こ
の
三
十
年

で
五
%
の
経
済
成
長
を
続
け
て
い
る
と
は
信じ

ら
れ
ない
け
ど
事
実
で
あ
る
。

グ
リ
ー

ン
ツ
l
リ
ズ
ム
の
命

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

安
心
院
町
の
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ム
に
対
す

る
後
方
支
援
は
並
外
れ
てい
る
と
思
う
。

平
成

九
年
の
町
挙
げ
て
の
「

グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ム

推
進
宣
言
へ
そ
し
て
昨
年
四
月
に
全
国
で
初

め
て
役
場
内
に
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ
ム
係
を
設

置
し
たこ
と
等 、
付
か
ず
離
れ
ず
の
絶
妙
の
コ

ン
ビ
ネー
ショ
ン
で、
車
の
両
輪
の
ご
と
く
回

転
し
てい
る
こ
と
は

特
筆
すべ
き
と
思
う
。

毎年 ドイ ツ に視察

高校生の受け入れ

年
間
を
通
じ「
ふ
る
里
探
訪
の
旅
」、「
リバ
ー

サ
イ
ド
ウォ
l
ク
」、

「
ド
イ
ツ
語
講
座
」、

「
全

国
藁こ
ず
み
大
会L 、
「

高
校
生
受
け
入
れ」
等 、

数々
の
イベ
ン
ト
を行
っ
てい
る
が、
何
と
言

っ
て
も、
人
と
人
の
ネッ
ト
ワ
ー

ク
に
支
え
ら

れ
てい
る
。

メ
ンバ
ー

に
素
晴
ら
しい
人
が
多

く、
こ
の「い
い
人
達
と
の
巡
り
合い
」が
グ
リ

ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
の
醍
醐
味
とい
う
か、
こ
の

こ
と
が
「

人
生」
とい
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か

。

大
分
県
グ
リ
ー

ン
ツ
l
リ
ズ
ム

研
究
会
設
立
に
向
け
て

私
た
ち
は、
今
年
四
月二
十
七
日 、
大
分
県

下
で
五つ
の
目
標
に
賛
同
さ
れ
る
団
体
に
ネッ

ト
ワ
ー

ク
設
立
を
呼
び
か
け
た

。
な
ん
と
十
五

町
村
が
呼
応
し
て、
約二

百
五
十
名
が
安
心
院

の
地
に
結
集
し、
大
分
県
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リズ

ム
研
究
会
を
立
ち
上
げ
るこ
と
が
出
来
た

。

安
心
院
か
ら
大
分
県
へ、
そ
し
て
全
国
展
開

の
幕
は
切っ
て
落
と
さ
れ
た

。
グ
リ
ー
ン
ツ
l

リズ
ム
の
質
を
落
と
さ
ない
た
め
に
も、
愛
媛

県
下
に
ネッ
ト
ワ
ー

ク
の
構

築
を
進
め
たい

。

そ
れ
と
同
時
に、
出
来
ま
す
な
ら、
大
分
方
式

に
早
く
追い
つ
い
て
も
ら
い
たい

。
国
も
早
く

ド
イ
ツ
方
式
に
追い
つ
い
て
も
ら
い
たい

。
農

村
の
復
活
は、
日
本
に
答
え
は
ない
が、
ヨ
ー

ロッ
パ
の
農
村
に
答
え
が
出
てい
る
。
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引
き
算
型
ま
ち
づ

く
り
の
事
始
め

四
月
と
い
え
ば
公
務
員
に
と
っ
て
は
恒
例
の

人
事
異
動
の
月
で
あ
る。

気
分
を
一

新
し、

新

し
い
職
場
に
お
け
る
仕
事
始
め
で
あ
る
。

と
い

っ
て
も、

や
り
残
し
た
仕
事
の
先
行
き
を
不
安

に
感
じ
る
職
員、

住
民
と
胸
襟
を
聞
い
て
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
の
先
行
き
に
光
明
を
見
い
だ
し、

そ
の
ス
タ
ー
ト
に
や
る
気
を
お
こ
し
た
職
員、

住
民
と
の
煩
わ
し
い
関
わ
り
か
ら
の
解
放
感
に

浸
る
職
員
な
ど、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
新
年
度

の
幕
が
開
く。

さ
あ
今
年
こ
そ
は
と
気
を
引
き

締
め
て
机
に
向
か
う。

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
慣
例
化
し
た
人
事

異
動
を
見
る
と、

住
民
組
織
の
ほ
と
ん
ど
が
年

度
替
わ
り
と
し
て
新
旧
の
役
員
が
交
代
し、

時

に
は
留
任
し
な
が
ら、

新
年
度
事
業
計
画
を
総

会
に
諮
る。
一

方
で
は
行
政
担
当
者
と
の
詳
細

な
計
画
が
策
定
さ
れ、

新
た
な
行
動
へ
と
踏
み

切
る
時
期
で
あ
る
。

組
織
の
執
行
部
と
行
政
担

当
者
は
こ
れ
ら
の
企
画
を
立
て、

戦
略
を
練
る

時
期
で
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
に
担
当
者
が
辞
令

一

枚
で
所
管
事
務
か
ら
外
れ
て
い
く。

そ
し
て

新
任
の
担
当
者
が
や
っ
て
く
る。

職
員
自
体
の

人
格
や
資
質
に
も
よ
る
が、

地
域
住
民
と
膝
を

交
え
て
築
い
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

一

か
ら
出
直
し
で
あ
る
。

後
任
者
が
不
適
格
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
が、

確
た
る
支
障
が
な
い

限
り、

異
動
な
ど
考
え
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

と
は
い
っ
て
も、

い
ま
の
組
織
の
中
に
は、
一

爪

(
四)

つ
の
職
場
に
長
居
を
す
る
と
な
ぜ
か
煙
た
が
ら

れ、

時
に
は
能
力
す
ら
疑
わ
れ
る
。

そ
し
て
頑

張
り
す
ぎ
て、

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
環
境

が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
る、
だ
ろ
う。

し

か
し、

行
政
と
住
民
は
日
々
の
付
き
合
い
の
中

で
信
頼
を
確
立
し、

信
頼
の
上
に
地
域
づ
く
り

が
協
働
と
し
て
存
在
す
る。

行
政
に
対
す
る
不

信
や
不
満
は
こ
ん
な
所
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

私
の
経
験
か
ら
す
れ
ば、

四
月
一

日
は
単
な

る
節
目
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

行
政
事
務
と
し
て

は
三
月
三
十
一

日
の
次
の
日
で
あ
り、

前
任
者

の
事
務
が
引
継
と
し
て
流
さ
れ
る。

む
し
ろ
前

年
度
内
の
積
み
残
し
事
務
の
整
理
と
精
算
が、

出
納
が
閉
鎖
さ
れ
る
五
月
末
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

時
に
は
完
成
を
見
な
い
実
績
報
告
書
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
各
種
団
体
の
総
会

に
は
じ
め
て
顔
を
出
し、

新
任
者
ぶ
っ
て
着
任

の
挨
拶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
新
任
で、

内
容
が
分
か
ら
ず、

こ
れ
か
ら
勉
強
い
た
し
ま

す
。
」

と
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら、

あ
っ
と
い

う
聞
に
二
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
う。

机
に
向
か

っ
て、

前
任
者
か
ら
事
務
の
要
領
を
聞
け
ば
処

理
が
で
き
る、

直
接
住
民
等
と
の
関
わ
り
が
薄

い
職
場
の
こ
と
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
良
し
と
し
な

が
ら、

住
民
と
一

体
に
な
ら
な
け
れ
ば
処
理
で

き
な
い
事
務
の
場
合
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

市
な
ど、

所
帯
の
大
き
い
部
署
の
中
の
少
数

の
人
事
異
動
で
あ
れ
ば、

全
体
で
の
カ
バ
ー
も

可
能
で
あ
ろ
う
が、

弱
小
の
自
治
体
で
は
そ
う

は
い
か
な
い
。

地
方
自
治
体
の
事
務
の
多
く
は、

園、

県
の
委
任
事
務
に
倣
っ
て
い
る
の
か、

や

た
ら
と
係
の
数
が
多
い
。

町
村
の
場
合、
一

人

で
い
く
つ
も
の
係
を
所
管
し、

そ
れ
ぞ
れ
に
内

容
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の

事
務
は、

法
律
に
基
づ
く
国
民
の
た
め
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
す
れ
ば
や
む
を
得
な
い
一

面
を
持

っ
て
い
る
。

前
任
者
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
模

倣
す
る
以
外
に
道
が
な
い
。

い
つ
の
間
に
か、

上
級
官
庁
か
ら
の
指
導
や
指
示
に
か
か
る
事
務

に
専
念
す
る
こ
と
が
本
務
で
あ
る
か
の
よ
う
な

錯
覚
す
ら
覚
え
て
し
ま
う。

そ
し
て
そ
の
事
務

の
多
さ
に
畔
易
す
る。
一

度、

直
接、

間
接
に

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
た
も
の
が
ど
れ
ほ
ど

あ
る
の
か
調
べ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

因
み

に
公
文
書
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
全
て
通
し
番
号

で
受
け
付
け
ら
れ、

そ
れ
ぞ
れ
に
回
答
や
報
告

と
い
っ
た
処
理
さ
れ
る。

事
務
に
よ
っ
て
は
指

導
と
い
う
名
の
下
で
の
園、

県
の
出
先
機
関
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
だ
っ
て
少
な
く
な
い
。

余
談
に
な
っ
た
の
で
本
題
に
戻
ろ
う。

町
並

み
保
存
を
学
ぶ
た
め
に
何
度
か
ド
イ
ツ、

イ
タ

リ
ア
を
訪
れ
て
気
づ
い
た
こ
と
は、

い
ず
れ
の

市
も
担
当
者
が
不
変
で
あ
る
こ
と
。

彼
ら
に
は

プ
ロ
フ
エ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
セ
ク
シ
ョ
ン
の
中

爪
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周磯町

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
そ
の
道
に

精
通
し、

専
門
家
と
し
て
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
保

守
し
て
い
る。

当
然
定
期
的
な
人
事
異
動
な
ど

あ
り
得
る
は
ず
も
な
い
。

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
い

え
ば
聞
こ
え
は
よ
い
。

多
く
の
職
場
を
経
験
す

る
こ
と
で、

行
政
事
務
に
か
か
る
総
体
的
な
認

識
を
得
ょ
う
と
す
る
こ
と
が
人
事
異
動
の
ね
ら

い
に
な
っ
て
い
る、

ま
た
特
定
の
住
民
と
の
癒

着
を
防
ぐ
と
か、

マ
ン
ネ
リ
化
の
打
破
と
か
い

ろ
ん
な
理
由
で
も
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

実
態
は

も
し
か
す
れ
ば
こ
う
し
て
根
拠
と
は
裏
腹
に、

こ
の
こ
と
自
体
が
マ
ン
ネ
リ
化
し、

制
度
化
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
身
近
な
職
場
の
実
態
と
ド
イ
ツ
な

ど
を
比
べ
た
と
き
の
相
違
が
よ
く
分
か
る。

ど

う
も
行
政
事
務
自
体
が、

国
を
頂
点
に
し
て
市

町
村
に
向
か
っ
て
流
れ
る
我
が
固
と、

共
和
国

と
し
て
の
地
方
自
治
体
と
の
根
本
的
な
違
い
の

中
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う。

従
っ
て
多
々
あ
る
行

政
ジ
ャ
ン
ル
の
中
の
個
々
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は、

プ
ロ
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
然
の

こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ、

我
が
国
の
よ
う
に
一

般
行
政
職
と
し
て
包
括
的
な
雇
用
形
態
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
し、

も
し
移
動
の
必
要
が
生
じ

た
と
き
に
は、

プ
ロ
と
し
て
の
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ

イ
ン
グ
が
存
在
す
る
こ
と
も
耳
に
し
た
し、

市

町
村
聞
に
お
け
る
交
流
や、

対
企
業
と
の
交
流

だ
つ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ、

行
政
組
織
内
の
シ
ス
テ
ム
を
正
す
こ

と
は
容
易
で
な
い
。

人
事
異
動
の
功
罪
に
つ
い

て
は、

職
員
の
成
長
と
活
性
化、

そ
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
結
び
つ
か
な
い
だ
け
の
気

配
り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

若
い
職
員
が
や
る
気
を
起
こ
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
姿
は、

ま
さ
に
膨
ら
ん
だ
風
船
に
聡
え
れ

ば
良
か
ろ
う。

凄
々
と
張
っ
た
風
船
に
針
を
刺

せ
ば
当
然
パ
ン
ク
を
し
て
し
ま
う
が、

こ
の
穴

を
塞
い
で
再
び
空
気
を
入
れ
て
も
元
の
よ
う
な

張
り
は
出
て
こ
な
い
。

人
事
異
動
に
よ
っ
て
一

度
や
る
気
を
な
く
し
た
職
員
が
復
活
す
る
こ
と

は、

こ
の
風
船
と
同
様
に
膨
ら
み
き
ら
な
い
。

人
事
異
動
に
使
わ
れ
る
適
材
適
所
と
は、

何

時
の
場
合
も
語
ら
れ
る
決
ま
り
文
句
で
あ
る
が、

こ
の
適
材
適
所
も
人
事
を
司
る
管
理
職
に
よ
っ

て、

実
に
多
様
に
解
釈
若
し
く
は
判
断
さ
れ
る
。

も
し
か
す
れ
ば
こ
の
言
葉
は、

二
疋
量
成
長
し

た
職
員
に
対
し
て
言
わ
れ
る
言
葉
か
も
し
れ
な

い
。

職
員
は
職
分
を
通
し
て
育
ち、

住
民
と
の

胸
襟
を
開
い
た
付
き
合
い
の
中
で
成
長
す
る
。

地
域
づ
く
り
等
に
お
け
る
一

定
の
成
果
が
見
え

始
め
た
と
き
に、

結
果
が
適
所
に
な
り、

結
果

が
適
材
で
あ
っ
た
事
例
は
少
な
く
な
い
。

職
員

と
は、

時
に
は
同
僚
や
上
司
に
感
化
さ
れ、

時

に
は
地
域
住
民
に
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
近
年
で
は
情
報
化
が
進
み、

全
国
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
中
で
ラ
イ
バ
ル
を
作
り

な
が
ら
自
ら
を
磨
く
と
い
っ
た
こ
と
だ
っ
て
少

な
く
な
い
。

こ
こ
ま
で
を
論
じ
る
こ
と
は、

た
だ
の
評
論

家
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

こ
う
し
た一
言
葉
や
り
と

り
は
こ
れ
ま
で
に
も
随
分
と
論
じ
ら
れ
て
き
た

こ
と
で
あ
ろ
う。

い
ま、

職
場
を
眺
め
て
い
る

と、

こ
の
よ
う
に
職
員
も
地
域
住
民
も
何
と
か

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
な
が
ら、

全
く
改
善

さ
れ
な
い
。

改
善
し
よ
う
と
す
る
声
す
ら
上
が

ら
な
い
。

人
事
異
動
は、

首
長
を
頂
点
に
三
役

と
人
事
担
当
課
長
の
専
権
事
務
に
な
っ
て
お
り、

誰
も
が
口
を
挟
む
こ
と
を
許
さ
な
い
仕
組
み
に

す
ら
な
っ
て
い
る
。

職
場
に
は、

人
事
異
動
に
限
ら
ず
い
ろ
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
で
不
満
因
子
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ

し
て
そ
の
因
子
は
ど
こ
の
職
場
に
異
動
し
て
も

降
り
か
か
っ
て
く
る
。

し
か
し、

こ
の
こ
と
を

大
勢
と
し
て
眺
め
て
い
る
と
す
れ
ば、

最
早
解

決
の
目
途
は
立
た
な
い
。

引
き
算
型
と
し
て
考

え
る
と
す
れ
ば、

こ
う
し
て
環
境
も
負
の
要
素

で
あ
り、

取
り
除
く
以
外
に
道
は
な
い
。

心
あ

る
人、

何
と
か
し
た
い
人
が
頑
張
ら
な
け
れ

ば
・
・
・
。

と
こ
ろ
が
誰
か
が
前
に
出
て
欲
し

い
、

自
分
は
憎
ま
れ
役
を
買
い
た
く
な
い
。

も

し
こ
ん
な
不
安
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば、

自
分

の
後
ろ
に
は
住
民
が
い
る
こ
と
を
信
じ、

盾
と

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る。

内
子
町

岡
田

文
淑
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「
N
P
O
法
人(
申
請
中)
ネ
オ
・
ク
リエ
1

ショ
ン

」
は

、
情
報
開
示
支
援
事
業
を
通
し
て

、

農
業
の
後
方
支
援
を
行
う
N
P
O
法
人
で
す

。

現
在
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
申
請
中
で
す
が

、
も
う

す
ぐ
設
立
さ
れ
る

予
定
で
す

。
具
体
的
な
内
容

と
し
て
は

、
農
家
の
入
手
不
足
な
ど
の
情
報
を

一
般
会
員

、
学
生
会
員
に
開
示
す
る
こ
と
で
す

。

ま
た

、
農
村
と
都
市
と
の
交
流
を
活
発
に
す
る

た
め
に

、
交
流
会
や
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

大
な
ユ
ズ
園

。
話
を
聞
く
と

、
散
ら
ばっ
て
他

に
も
果
樹
園
が
あ
る
そ
う
で
す

。
そ
れ
を
高
齢

化
し
た
夫
婦
二
人
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、「

も

う
や
め
よ
う」
と
い
う
話
も
何
度
か
し
た
そ
う

で
す
が

、
そ
れ
で
も
や
め
る
こ
と
が
で
き
ず

、

今
も
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

。

そ
れ
か
ら
数ヶ
月
経っ
た
あ
る
日

、
現
在

、

代
表
理
事
で
あ
る
竹
下
君
か
ら
声
が
か
か
り
ま

し
た

。「
会
社
を
つ
く
ろ
う
と
思、つ
ん
だ
け
ど

、

一
緒
に
や
ら
な
い
か
?

」
と
。「

大
学
生
が
会

山
崎

ト ーワナウ

農
村
と
都
市
と
の

架
け
橋
を
つ
く
る

松
山
市

今
ま
で
授
業
な
ど
で

、
農

村
は
「

高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
」「
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い

る」
と
い
う
話
を
聞
い
て
も

、
実
際
に
は
ど
の

よ
う
な
状
況
に
なっ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

。
し
か
し
、

二
回

生
の
冬
に
実
習
で
内
子
町
へ
行
く
こ
と
が
あ
り
、

そ
こ
で
ユズ
の
収
穫
や

、
草
刈

、
苗
植
え
な
ど

の
作
業
を
し
ま
し
た

。グ
百
聞
は一
見
に
し
か

ずμ
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、

実
際
に行
っ
て

み
る
と
よ
く
分
か
り
ま
し
た

。
急
傾
斜
地
に
広

梨
恵

杜
を
設
立
す
る
な
ん
て

、で
き
る
わ
け
が
な
い」

と
、

正
直
最
初
は
思っ
て
い
ま
し
た

。
し
か
し
、

そ
の
内
容
は
と
て
も
濃
く
、

私
の
考
え
に
も一

致
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、

不
安
は
残っ
た

ま
ま
で
し
た
が

、
そ
の
会
社
の
役
員
に
な
る
こ

と
に
決
め
ま
し
た

。

会
員
構
成
は

、
農
家
会
員

、
一
般
会
員
(
農

家
以
外
の一
般
の
方)

、
学
生
会
員

、
賛
助
会

員
と
なっ
て
い
ま
す

。
現
在
は
学
生
会
員
が
最

も
多
く
なっ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は一
般
会
員

の
方
も
広
く
募
集
し
て

、
大
人
も
子
供
も
農

業・
農

村
に
興
味
を
持っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、
農
家
に
は
様々
な
農
家
の
方
が
い
ま

す
。

高
齢
化
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
し
、

こ
れ
か
ら
頑
張っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
方
も

い
ま
す

。
農
作
業
は

、一
年
間
を
通
し
て

、一

定
の
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
そ
こ
で

、
収
穫

の
時
な
ど

、一
時
的
に
起
こ
る
人
手
不
足
を

解

消
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す

。

私
た
ち
の
仕
事
は

、
農
村
と
の
掛
け
橋
を
つ

く
る
こ
と
で
す

。
こ
の
活
動
を
通
し
て

、
多
く

の
人
に
農
業・
農

村
に
興
味・
関
心
を
持っ
き

っ
か
け
を
作っ
て
い
き
た
い
と
思っ
て
い
ま
す

。

農
業・
農

村
で
起こっ
て
い
る
こ
と
は

、
私
た

ち
の

H
食μ
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

。

農
村
へ
行っ
て

、
実
際
に
農
作
業
体
験
を
す
る

こ
と
に
よっ
て

、
農
業
の
発
展
や
農

村
の
活
性

化
に
対
し
て
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て

欲
し
い
と
思っ
て
い
ま
す

。
そ
し
て
ま
た

、
私

自
身
も

、
こ
れ
ら
の
活
動
を
糧
と
し
て

、
自ら

の
方
向
性
を
見
つ
け
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す

。
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宇
和
町
で
毎
日
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
てい

ま
す
松
本
で
す

。
ど
う
ぞ

、
よ
ろ
し
く
お
願い

し
ま
す

。
さ
て

、
私
は
町
の
職
員
で

、
公
民
館
主
事
と

し
て
異
動
し
た
の
は
今
か
ら
三
年
前

。
今
で
は

、

と
て
も
良い
経
験
と
な
る
恵
ま
れ
た
年
月
。

現

在
、

今
年
の
四
月
の

人
事
で

、
教
育
長
部
局
か

ら
町
長
部
局
に
異
動
と
な
り
、

公
民
館
で
培っ

た
人

と
の
温
かい
繋
が
り
を
胸
に

、
企
画
商工

ト ーワナウ

公
民
館
活
動
を
と
お
し
て

宇
和
町

課
に
席
を
置
か
せ
てい
た
だ
い
てい
る
状
況
で

あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も

、
こ
の
公
民
館
在
籍
中
に
は

、

今
ま
で
に
無
かっ
た
で
あ
ろ
う
と
云
う
く
ら
い

に
、「

喜
怒
哀
楽
」の
激
しい
三
年
間
で
あっ
た

。

本
当
に
(
苦
笑) 0
さつ
き
ま
で
喜
ん
で
い
た

と
思
え
ば

、
突
然
哀
し
ん
だ
り
・・
・
も
ち
ろ

ん
、

そ
の
逆
も
あ
り
で

、
一
年一
年
が
あっ
と

云
う
間
だっ
た

。一
つ
の
事
業
を
行っ
て
も

、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
ず
ーっ

と
笑
顔
で
は
い
ら

れ
ない
。

で
も

、
最
後
に
は
と
て
も
素
敵
な
た

く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る

、
そ
ん
な
公
民
館

活
動
が
楽
し
く
、

誇
ら
し
かっ
た

。
特
に
地
域

の
人
た
ち
と
計
画
し
実
施
し
た
事
業
に
関
し
て

は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

人
と

人
と
の
繋
が
り
は
不
思
議
で

、
こ
れ
か

ら
先
も
会
う
で
あ
ろ
う

人
は
い
て
も

、
こ
の
先

一
瞬
に
し
て
最
初
で
最
後

、
そ
う
云
う
巡
り
合

わ
せ
の

人
も
い
る、だ
ろ
う
。

そ
ん
な
関
係
は

特

松
本

和
美

に
こ
の
公
民
館
で
は
多
く
、

後
で
繋
が
り
の
修

復
を
し
よ
う
と
思っ
て
も

、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
感

情
を
持つ
て
の
場
合
は
難
しい
場
面
が
多い

。

私
は

、こ
の
公
民
館
活
動
で
こ
の
よ
う
な
経
験

を
幾
多も
し
た

。
そ
れ
も
たつ
た
三
年
間
で

。

ど
れ
だ
け
自
分
の
考
え
が
未
熟
で

、
ど
れ
だ
け

自
分
自
身
に
甘
え
が
あ
る
か
に
気
付
か
さ
れ
た

も
の
で
あっ
た

。

地
域づ
く
り
に
大
切
な
の
は

人
と

人
と
の
繋

が
り
と
云
う
が

、
本
当
こ
れ
に
つ
き
る
と
思
う
。

こ
の
繋
が
り
が
確
か
で
あ
れ
ば

、
様
々
なこ
と

に
関
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で
き
る
力
が
育

つ
。

そ
し
て
夢
や
将
来
像
を
語
れ
る
場
が
で
き

る
。

そ
う
な
る
と
時
間
は
か
かっ
て
も一
歩一

歩
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

時
に
は
後
退
し

た
り
、

身
動
き
も
と
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
る

か
も
し
れ
ない
が

、
そ
ん
な
こ
と
後
で
考
え
れ

ば
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
無い
か
も
し
れ
ない
。

最
近

、一
住
民
と
し
て
地
域
の
行
事
に
参
加

し
、

今
ま
で
と
は
違っ
た
触
れ
合い
や
地
域づ

く
り
の
意
欲
を
我
が
身
に
感
じ
た

。
人

と
の
繋

が
り
の
大
切
さ
を
少
し
な
が
ら
も
実
感
し
た
私

は
、

こ
の
経
験
を
胸
に

、
微
力
な
が
ら
も
地
域

づ
く
り
に
活
か
し
たい

。
ま
あ
、

寄
り
道
も
楽

し
み
な
が
ら
。「 ー， � 、… 〆

1 ・ ・ 2
- ，- 、J j
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「
ま
ち い
つ
く
り
活
動」

の
難
し
さ

「
ま
ち、、つ
く
り
活
動」
の
難
し
さ
の
ひ
と
つ

は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
自
体は

特
定の
人
た
ち

に
よ
る、

特
定の
場
所
で
の
も
の
で
あ
り
な
が

ら 、
現
在
と
い
う
時
間、
その
地
域
と
い
う
場

所
に
閉
じ
てい
ない
とい
う
こ
と
に
あ
る
と
思

い
ま
す。
時
間
的
に
は
過
去
か
ら
将
来
に
つ
な

がっ
て
い
る
も
の
で
あ
り、
空
間
的
に
は
その

地
域の
周
辺 、
あ
るい
は
遠
隔
地
と
の
相
互
作

用
を
持っ
て
い
る
も
の
だ
とい
う
こ
と
で
す。

時
間
的
な
広
が
り
へ
の
意
識

地
域
と
い
う
も
の
は
現
在
に
だ
け
存
在
す
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
こ
れ
ま
で
営々
と
し
て

築
き

上
げ
ら
れ
て
き
た
歴

史
を
持っ
てい
ま
す

し、
今
後
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
将
来
も
あ
り

ま
す。
「

ま
ちづ
く
り
活
動
」
は
そ
の
よ
う
な

時
間
的
な
広
が
り
の
中
に
あ
り、
過
去
か
ら
の
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例
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

影
響
を
強
く
受
け
てい
ま
す
し、
将
来
に
も
続

い
てい
く
も
の
で
あ
り
ま
す。
現
在の
「

ま
ち

づ
く
り
活
動」
の
担い
手の
方々
は
主
に
今
そ

の
地
域
に
生
活
さ
れ
てい
る
方
々
で
す
が、
そ

の
方々
が
こ
れ
か
ら
も
その
役
割
を
ずっ
と
続

け
てい
く
とい
う
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん。
地
域
の
居
住
者
は
変
化
し
ま
す。
も
ち

ろ
ん
世
代

交
代
が行
わ
れ
る
訳
で
す
が、
そ
れ

だ
け
で
な
く
地
域
住
民の
構
成
も
変
わ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す。
今
そ
こ
に
お
ら
れ
る
方
々
の

家
系
だ
け
で
な
く、
今
は
「

ま
れ
び
と
」
で
あ

る
人
が
地
域
の
住
人
に
な
る
場
合
も
あ
り、
逆

に
子
孫の
方
が
地
域
か
ら
出
て行
か
れ
る
可
能

性
も
あ
り
得
る
と
思い
ま
す。
その
地
域
に
関

わ
る
人
が
変
化
し
てい
く
こ
と
を
考
え
る
と、

我々
は
我々
が
受
け
取っ
た、
自
然 、
歴

史、

文
化、
産
業
も
含
め
た
地
域
の
資
産
を
次の
担

い
手
に
渡
す
必
要
が
あ
り、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
し
て
次
に
繋い
で
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の 統

括
部
長

脇

安

生

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
次の
時
代

の
人
た
ち
も
地
域
に
誇
り
を
持
ち
「

ま
ちcつ
く

り
」
活
動
を
続
け
てい
こ
う
と
思
え
る
よ
う
な

も
の
を
残
し
てい
け
る
か
ど
う
か
とい
う
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す。
我々
は
い
わ
ば
長
い
時

間
の
駅
伝
の一
区
間
を
担
当
し
てい
る
走
者
の

よ
う
な
も
の
で、
受
け
取っ
た
「

棒」
を
き

ちっ
と
次
の
時
代の
人
に
つ
ない
でい
く、必
要

が
あ
り
ま
す。

地
域の
資
源
も
ま
た
当
然
に
時
間
の
経
過
の

中
で
変
化
を
し
て
い
き
ま
す。
そ
れ
は
必
ず
し

も
その
地
域
の
人
々
が行
う
能
動
的
な行
為
に

よ
る
場
合
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
自
然
空
間

に
お
け
る
生
命
活
動
や
風
化
や
浸
食の
よ
う
な

自
然
現
象と
し
て
の
変
化
も
あ
れ
ば、
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
や
そ
の
地
域の
産
業の
盛

衰
が
も
た
ら
す
影
響
に
よっ
て
も
変
化
し
てい

き
ま
す。
現
在の
地
域
の
状
態
は
決
し
て
固
定

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。



威勢判

空
間
的
な
広
が
り
へ
の
意
識

空
間
的
な
広
が
り
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
の
時
代、

既
に
他
の
エ
リ
ア
か
ら

ま
っ
た
く
独
立
し
て
経
営
さ
れ
て
い
る
地
域
と

い
う
の
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

ど
の
地
域
も
何
ら

か
の
形
で
周
辺
地
域、

あ
る
い
は
遠
隔
地
と
の

接
点
を
持
っ
て
お
り、

そ
れ
ら
と
の
相
互
作
用

が
常
に
そ
の
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
す。

情
報
革
命
の
進
展
も
地
域
間
相
互
の
情
報
流
通

を
活
発
化
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す。

そ

の
中
で
「
ま
ち
づ
く
り
活
動」

も
ま
た、

周
囲

の
状
況
か
ら
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

既
に
他
の
地
域
の
活
動
と
の
相
互
交
流
や、

地
域
外
の
人
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
活
動
も

で
で
き
て
い
ま
す。

他
の
地
域
の
情
報
が
入
っ

て
く
る
と
そ
れ
が
自
ら
の
活
動
を
見
直
す
機
会

と
な
り、

自
分
た
ち
の
活
動
の
進
め
方
に
と
っ

て
参
考
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す。

し
か
し
一

方
で、

成
功
事
例
が
提
示
さ
れ
る
と、

そ
の
影

響
を
受
け、

そ
れ
が
生
ま
れ
た
背
景
や
要
因、

そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
考
慮
せ
ず、

表
面
だ

け
を
コ
ピ
ー
し
た、

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た

活
動
に
な
る
場
合
も
あ
り
そ
う
で
す。

あ
る
い

は
入
っ
て
く
る
情
報
を
主
体
的
に
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ず、

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り、

言
わ
れ
る
ま
ま
に
流
さ
れ
た
り

す
る
可
能
性
も
で
て
き
ま
す。

本
来、

そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
は
み
な
必
ず
豊
か
な
特
徴
を
持
っ
て

い
る
も
の
で
す
が、
「
ま
ち
づ
く
り
活
動」

に

お
い
て
は
地
域
の
個
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
ま
え

る
の
か、

資
源
の
活
用
の
中
で
そ
れ
を
ど
う
際

出
さ
せ
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

環
境
変
化へ
の
適
応

「
ま
ち
づ
く
り
活
動」

は、

こ
の
よ
う
に
変

化
を
続
け
る
環
境
の
中
に
い
る、

生
き
物
の
よ

う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す。

周
囲
の
様
々
な
変

化
に
適
応
し
て
い
く
力
が
な
け
れ
ば
持
続
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

実
際
に
は、

現
在
あ

る
資
源
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
維
持
し
て
い

く
と
い
う
活
動
ひ
と
つ
と
っ
て
も、

こ
れ
を
継

続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す。

そ
の
上、

た
だ
単
純
に
維
持
し
て
い
く
努
力
だ

け
で
は
環
境
変
化
に
抗
し
き
れ
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す。

今
存
在
し
て
い
る
も
の
は
す
べ
て

環
境
変
化
の
洗
礼
を
受
け
ま
す。
「
ま
ち
づ
く

り
活
動」

は、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で、

あ

る
時
に
は
今
あ
る
地
域
の
資
源
を
維
持
し、

あ

る
い
は
埋
も
れ
て
い
た
も
の
を
発
掘
し、

場
合

に
よ
っ
て
は
新
た
な
も
の
を
構
築
し
て
い
く
と

い
う
連
続
的
な
作
業
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す。

そ
こ
で
は
地
域
資
源
の
評
価
を
含
め
た
再
構
築

作
業
を
続
け
て
い
く
仕
組
み
作
り
が
作
れ
る
か

ど
う
か
が
鍵
に
な
り
ま
す。

言
っ
て
み
れ
ば、

川駅、

そ
の
活
動
の
中
に
新
し
い
も
の
の
創
造
が
行
え

る
自
己
変
革
の
シ
ス
テ
ム
を
内
包
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す。

こ
れ
を
実
現

す
る
最
適
な
方
法
と
い
う
一

般
的
な
答
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
々
の
担
い
手
が、

そ
の
時

点
に
お
け
る
状
況
を
前
提
に
し
て、

最
善
と
思

わ
れ
る
選
択
を
し
つ
つ
進
め
て
い
か
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

グ
ロ
l
パ
リ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
の
時
代
と
い
わ
れ、

視
野
を
世
界
に
広
げ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
一

方
で、

自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
文
化
や
資
産

に
対
す
る
見
直
し
ゃ
再
評
価
の
動
き
も
で
で
き

て
い
ま
す。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
る
視
点
が
多

様
に
な
っ
て
き
て
お
り、

地
域
の
見
方
も
変
化

し
て
き
て
い
ま
す。

わ
が
国
の
活
性
化
策
検
討

の
中
で
も、

あ
ら
た
め
て
地
域
の
も
つ
力
が
そ

の
源
泉
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
な
さ

れ
て
い
ま
す。
「
ま
ち
づ
く
り
活
動」

は
地
域

の
力
を
発
現
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
す。

単
に
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
延
長
し
て
い
く
と

い
う
だ
け
で
は
な
く、

多
様
な
視
点
を
も
ち
柔

軟
に
変
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

リ
ー

ダ
ー
の
役
割
は
依
然
と
し
て
重
要
で
す
が、

参

加
者
一

人
一

人
が
変
化
す
る
環
境
を
意
識
し、

そ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
語
り、

ど
の
よ
う
に

語
り
続
け
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す。
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。

研究員 レポー ト

夕 日 学 入 門

研究員 大 作池 田

。研
究
員
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
に
あ
た
り 、
「

ネ

タ
」
が
な
い・
・
・ 。
ど
こ
ぞ
に
研
修
で
も行

く
機
会
が
あっ
た
の
な
ら
ば
ま
だ
し
も 、
当
セ

ン
タ
ー

へ
派
遣
さ
れ
て
問
も
な
い
自
分
に

は・
・
・ 。
と
考
え
てい
た
の
だ
が・
・
・ 。

実
は
今、
博
士
号
を
取
得
す
る
た
め
に、
講

座
を
受
け
て
い
る。
そ
の
講
座
は
「

夕
日
学
」。

数
あ
る
講
座
の
中
で
も 、
こ
こ
ま
で
変
て
こ
な

講
座
は
ない
は
ず
!

そ
う
思い
受
講
す
る
こ
と

に
し
た。

講
師
は
県
内
外
を
問
わ
ず 、
夕
日
に
関
し
て

は
日
本
一
?
!

有
名
な
方、
そ
う
双
海
町
の
若

松
進
一
氏
で
あ
る。

不
安
と
期
待
の
中、
第一
回
目
の
講
座
が
四

月
十
日

午
後一
時
よ
り
始
まっ
た。
最
近
の
出

来
事
につ
い
て
か
ら
始
ま
り 、
突
如
質
問。「
み

な
さ
ん。
何
歳
ま
で
生
き
ま
す
か
?」
い
き
な

り
聞
か
れ
で
も
こ
れ
ば
か
り
は
困
る。
受
講
者

は
戸
惑い
な
が
ら
「

O
O
歳
ま
で
」「
O
O
さ

ん
よ
り
長
生
き
し
たい
」「
わ
か
ら
な
い
」
そ

ん
な
回
答
が
あ
る
な
か
で
氏
は、
「

ど
う
生
き

る
か
が
問
題
で
あ
り 、
しっ
か
り
目
標
を
持っ

て
生
き
てい
く
こ
と
が
大
事 。
漠
然
と
年
を
と

る
よ
う
で
は
ダ
メ 。」
と
言っ
た。
そ
し
て、「
人

は
二
つ
の
も
の
さ
し
を
持っ
てい
ま
す。
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
ない
も
の
さ
し
と
変
え
て
はい

け
な
い
も
の
さ
し。」
結
局 、
そ
の
も
の
さ
し

が
く
るっ
てい
た
ら、
物
事
を
正
確
に
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
ない
か
ら
で
あ
る。
こ
の
よ
う

な、
真
面
目
な
話
を
交
えつ
つ 、
本
題
に
突
入

し
た。
一
間
目
は、
夕
日
は
な、ぜ
赤い
の
か
? 。

普
通、
こ
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
てス
ラ
ス
ラ
言

え
る
人
はい
ない
だ
ろ
う。
こ
ん
な
問
題
か
ら

始
ま
り 、
夕
日
の
沈
む
ス
ピ
ー
ド

は
?
な
と

次
々
に
出
題
さ
れ
た。
当
然 、
双
海
の
こ
と
を

中
心
に
出
題
さ
れ
た
の
で
あっ
た
が 、
自
然
環

境
を
捉
え
た
面
白い
出
題
で
あっ
た
と
同
時
に

夕
日
に

対
す
る
思い
入
れ
の
強
さ、
採
さ
に
た

だ
た
だ
驚
か
さ
れ
た。

「
夕
日
学」
を
通
じ 、
楽
し
く
そ
し
て
真
剣

に
地
域づ
く
り
につ
い
て
多
少
な
り
と
も
学べ

た
三
時
間
で
は
な
かっ
た
か
と
思
う。
とい
う
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の
も 、
自
分
の
故
郷
につ
い
て
ど
れ
だ
け
知っ

てい
る
だ
ろ
う
か。
知っ
てい
る
よ
う
で
本
当

は
知っ
てい
ない
故
郷
に
なっ
てい
る
の
で
は

ない
だ
ろ
う
か
?
改
め
て、
考
え
さ
せ
ら
れ
た

時
間
だっ
た。

今
回
の
キ
ー

ワ
ー
ド

は
二
つ
の
も
の
さ
し。

自
分
で
は
間
違い
ない
と
思っ
てい
て
も 、
他

の
人
か
ら
見
れ
ば
明
ら
か
に
お
か
しい
と
思
わ

れ
た
こ
と
あ
る
の
で
は
?
ちょ
っ
と
し
た
時
間、

今
ま
で
の
自
分
を
振
り

返
り
も
の
さ
し
の
手
入

れ
を
し
て
み
て
は
ど
うだ
ろ
う
か。



減勝弘

。

研究員 レポー ト

「ふるさとづくり2002J
に参加 して

清 司奥 山研究員

。四
月
十
五
日、

全
国
五
十
八
新
聞
社
と
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
2
0
0
2」

が
東
京
の

イ
イ
ノ
ホ
l
ル
に
て、

自
治
体
関
係
者
ら
約
七

百
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
表
彰
式

(
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の)

で
は、

大
賞
を
受
賞
し
た
岐
阜
県
美
濃
市

の
「
美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
l
ト
展」

を
は
じ
め

七
つ
の
自
治
体
が、

優
秀
賞、

部
門
賞、

特
別

賞
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
大
賞
に
輝
い
た
「
美

濃
和
紙
あ
か
り
ア
l
ト
展L

は
全
国
的
に
有
名

な
特
産
品
「
美
濃
和
紙」

を
使
用
し
た
あ
か
り

の
ア
l
ト
作
品
(
立
体
造
形)

の
美
し
さ
を
競

う
も
の
で、

作
品
は
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
り、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
た、

江
戸
時
代
の
情
緒
が
漂
う
「
う
だ
つ

の
上
が
る
街
並
み
」

を
会
場
に
展
示
し、

秋
の

夜
長、

訪
れ
た
人
を
幽
玄
の
美
で
魅
了
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す。

好
評
価
を
得
た
ポ
イ
ン
ト
と
し

て、

地
域
資
源
を
あ
か
り
の
ア
l
ト
で
結
び
付

け、

岡
市
の
観
光
と
地
場
産
業
の
P
R
に
成
功

し
た
こ
と
。

作
品
と
展
示
会
場
と
の
組
み
合
わ

せ
の
美
し
さ、

特
産
品
と
の
組
合
せ
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
が
群
を
抜
い
て
い
る
こ
と
で
大
賞
と
な
り

ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は、

ド
リ
ー
ム
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
の
堀
紘
一

社
長
が、
『
ひ
と
づ
く
り
の
コ
ツ』

と
題
し、
「
現
在、

日
本
に
元
気
が
な
い
の
は、

人
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
努
力
が
足
り
な
い
か
ら

だ
L

と
の
見
解
か
ら、

社
長
の
一

番
大
事
な
仕

事
は
人
づ
く
り
で
あ
る
と
指

摘
し
た
上
で
、
「
人

は
勝
手
に
育
た
な
い
。

必
要
な
知
識
と
経
験
を

与
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

ま
た
見
聞
を
広
げ

る
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
」

と、

十
三
年
に
及
ぶ
社
長
歴
か
ら
得
た、

自
ら
の
人
づ
く
り
論
を
披
露
し
ま
し
た。

元
気
村
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は、

秋
田
県

鷹
巣
町
に
お
け
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
マ
ン

パ
ワ
l
起
し
に
つ
い
て、

M
S
設
計
室
の
松
橋

雅
子
氏
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し
た。

こ
の
中
で

点殿、

松
橋
氏
は
、
「
十
年
程
前
に
町
長
が
代
わ
っ
て

町
が
変
わ
り
は
じ
め
ま
し
た。

自
ら
が
町
を
歩

い
て
住
民
と
接
し、

こ
の
町
に
一

番
必
要
な
も

の
は
福
祉
で
あ
る
と
掲
げ、

理
想
の
福
祉
と
は

ど
ん
な
も
の
な
の
か、

有
識
者
を
呼
ん
で
懇
話

会
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で、

住
民
自
ら
が

問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し

て、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
(
住
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ)

を
結
成
し、

す
ぐ
で
き
る
こ

と
か
ら
取
組
み
ま
し
た
。

始
め
は、

少
な
い
人

数
で
し
た
が、

続
け
て
い
く
う
ち
に、

町
全
体

に
知
ら
れ、

思
い
も
よ
ら
な
い
協
力
も
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た。

鷹

巣
町
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は、

自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
す
る
。

住
民
自

身
が、

町
の
問
題
を
考
え、

予
算
化
し
な
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
は
行
政
と
一

緒
に
考
え
る
。

と
い
っ
た
組
織
で
す。

今
で
は
自
ら
が
政
策
を

提
案
し、

ソ
フ
ト、

ハ
l
ド
と
も
に
成
果
を
あ

げ、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
実
現

さ
せ
て
い
ま
す。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て、

イ
ベ
ン
ト

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た。

ま
た、

人
づ
く
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
と

共
に、

地
域
が
活
性
化
す
る
も、

沈
滞
す
る
も、

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
人
づ
く
り
へ
の
姿
勢
と
実
行

に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た。
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研究員 レポー ト

ツー リズムで
農村 ・ 農業を知る

研究員 勝 一橋 岡

。こ
れ
か
ら
の
農
村
・

農
業
の
持
続
を
考
え
て

い
く
上
で
特
に
必
要
な
の
が、

都
市
の
人
た
ち

に
食
や
環
境
な
ど
自
分
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る

農
村
・

農
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と、

ま
た
地
元
の
人
た
ち
も
自
分
た
ち
の
農
村
・

農

業
を
知
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す。

そ
の
一

つ
の

手
段
と
し
て、

ツ
l
リ
ズ
ム
と
い
う
滞
在
・

体

験
型
の
農
村
と
都
市
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す。

農
作
業
体
験
で
農
業
を
知
る

私
は
松
山
で
生
ま
れ
育
っ
た
三
十
代
の
青
年

で
す
が、

家
は
農
家
じ
ゃ
な
く
て、

農
作
業
の

経
験
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

ゃ
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
言
え
ば、

ミ
カ
ン
の
摘
果
や
収
穫
ぐ
ら

/調帆

い
で
す。

最
近
結
構
そ
う
い
う
方
が
多
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す。

以
前、

自
分
か
ら
進
ん
で、

田
ん
ぼ
の
草
ひ

き
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た。

恥
ず

か
し
な
が
ら
初
め
て
の
体
験
で、

作
業
は
あ
ま

り
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が、

楽
し
く、

終
わ
っ
た
後
も
と
て
も
す
が
す
が
し
い
気
分
で

し
た
。

田
ん
ぼ
の
中
に
素
足
で
入
る
の
が
こ
ん

な
に
気
持
ち
い
い
と
は・
:。

小
学
生
の
時
以
来

の
感
動
で
し
た
。

い
つ
も
作
業
さ
れ
て
い
る
農

家
の
人
が
聞
い
た
ら
怒
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

。
ま
ず
は、

都
市
で
は
体
験
で
き
な
い
場
を
つ

く
り、

農
作
業
・

自
分
た
ち
の
地
域
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
た
ら、

た
び
た
び
訪
れ
る
人
も
出
て
く
る

と
思
い
ま
す。

ま
た、

よ
り
農
業
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め

に、

年
聞
を
通
し
た
農
作
業
体
験
を
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す。

作
物
が
育
つ
経
過
を

体
験
す
る
こ
と
は、

順
調
に
育
つ
、

収
穫
を
待

つ
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
が、

農
作
業
の
大
変
さ

や
農
作
物
が
で
き
る
ま
で
の
苦
労
も
肌
で
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

今
春
か
ら
学
校
週
五
日
制
に
な
り、

休
日
の

使
い
方
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す。

親
子
で
の

農
作
業
体
験
は、

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん、

農
業
を
通
し
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て
生
き
る
力、

思
い
や
り
を
学
ぶ
い
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す。

生
活
の
技
を
知
る

ま
た、

最
近
よ
く
思
う
こ
と
は、

農
村
に
住

ん
で
い
る
お
じ
い
さ
ん、

お
ば
あ
さ
ん
は
農
作

物
は
も
ち
ろ
ん、

日
ご
ろ
の
生
活
に
必
要
な
も

の
も
何
で
も
作
れ
て、

自
分
の
力
で
生
き
て
行

け
る
と
い
う
こ
と
で
す。

ち
ょ
っ
と
工
夫
す
れ

ば
作
れ
る
よ
う
な
も
の
で
も、

私
だ
っ
た
ら
作

り
方
を
知
ら
な
い
し、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

で
す
ぐ
手
に
入
る
か
ら
買
い
に
行
っ
て
し
ま
い

ま
す。

も
し
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
な
く

な
っ
て、

い
ざ
自
分
の
力
で
生
き
て
い
け
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
ら、

私
は
生
き
て
い
け
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
お
じ
い
さ
ん、

お
ば
あ
さ
ん
が
持

っ
て
い
る
生
活
や
農
業
の
技
を
次
世
代
に
残
し

て
い
く
た
め
に、

農
村
地
域
の
人
た
ち
も、

都

市
の
人
た
ち
も
交
流
体
験
で
き
る
場
を
つ
く
る

こ
と
が
も
っ
と
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す。

こ
の
よ
う
な
農
作
業
や
お
じ
い
さ
ん、

お
ば

あ
さ
ん
の
技
を
体
験
し
に
や
っ

て
来
る、

農

業
・

農
村
に
興
味
を
持
っ
た
都
市
の
人
た
ち
が

増
え
て
く
れ
ば、

そ
れ
だ
け
で
も
農
村
地
域
は

活
気
づ
く
と
思
い
ま
す。

お
じ
い
さ
ん、

お
ば

あ
さ
ん
も
今
ま
で
以
上
に
生
き
が
い
を
持
っ
て

元
気
に
な
る
と
思
い
ま
す。

F、



企黒木さんの震家民宿

地
域
を
知
る

昨
年

、
熊
本
県
小
田
町
の
九
州
ツ
1
リズ
ム

大
学
で
知
り
合っ
た
熊
本
県
五
木
村
の
黒
木
晴

代
さ
ん
の
農
家
民
宿
に
伺
い
ま
し
た。

黒
木
さ
ん
は

、
二
十
年
来
の
夢
だっ
た
農
家

民
宿
を
平
成
十
二
年
か
ら
始
め
ま
し
た。
自
宅

の
ま
わ
り
で
米
や
き
び

、
野
菜
な
ど
を
作
り
な

が
ら
経
営
し
て
い
ま
す。
知
り
合
い
か
ら
の
紹

介
や
口
コ
ミ
な
ど
で

、
山
口
や
大
阪
か
ら
も
お

客
さ
ん
が
来
て
い
る
そ
う
で
す。

農
作
業
体
験
が
で
き

、
黒
木
さ
ん
は
「

九
州

ハ
イ
ラ
ン
ド

観
光
ガ
イ
ド
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー

」
で
も
あ
る
の
で
村
内
の
案
内
も
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
す
が

、
五
木
村
に
着
い
た
の
が

遅
く
な
り
、

夕
食
と
宿
泊
だ
け
に
なっ
て
し
ま

い
ま
し
た。

夕
食
は

、
そ
こ
で
採
れ
た
野
菜
は
も
ち
ろ
ん

、

ご
主
人
が
獲っ
て
き
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

、
ア

ユ
な
ど

、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
料
理
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た。
中
で
も

、
山
に
生
え
て
い
た

岩
の
り
と
五
木
村
の
名
物
「

山
う
に
ど
うふ

」

は
初
め
て
で

、「
こ
れ
は
珍
味」
と
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た。

黒
木
さ
ん
は
食
事
の
時
の
会
話
を
大
切
に
さ

れ
て
い
て

、
五
木
村
の
自
然
や
全
国
区
に
なっ

た
「

五
木
の
子
守
唄」
の
悲
話

、
村
の
中
心
部

が
ダ
ム
の
底
に
沈
む
と
い
う
川
辺
川
ダ
ム
の
話

な
ど
を
お
聴
き
し
ま
し
た。
そ
の
五
木
村
の
厳

し
い
現
状
を
真
剣
に
考
え
て
お
ら
れ
る
話
か
ら

、

黒
木
さ
ん
は
熊
本
県
の
北
部
か
ら
嫁
が
れ
て
来

ま
し
た
が

、
五
木
村
を
よ
く
知
り
、

本
当
に
愛

し
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た。

短
い
時
間
で
し
た
が

、
の
ん
び
り
し
た
時
間

、

落
ち
着
け
る
空
間
を
体
感
し
、

五
木
村
のこ
と

を
少
し
知
る
こ
と
も
で
き

、
親
戚
の
家
に
来
た

よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た。
ま
た
行
き
た
い

と
思
い
ま
す。※ 

※ 

ツ
l
リズ
ム
を
やっ
て
い
く
上
で一
番
大
事

な
こ
と
は

、
無
理
を
せ
ず

、
あ
り
の
ま
ま
で

、

楽
し
く
や
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た。
地
域
の

こ
と
を
よ
く
知
り
、

都
市へ
情
報
発
信
す
る
こ

と
も
大
切
で
す。

最
近
消
費
者
の
食
料
へ
の
不
信が
高
まっ
て

い
ま
す。
食
料
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め

、

日
本
の
農
村・
農
業
の
持
続
の
た
め
に

、
ツ
ー

リズ
ム
な
ど
の
方
法
で

、
ま
ず
農

村
と
都
市
が

お
互
い
に
理

解
し
合
う
こ
と
か
ら
始
め
な
い
と

い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す。

25 



MY TOWN " る お っ ちんぐ
参キ目デス&題ラテス
第 20 弾
近代化遺産 シ リ ー ズ ろ く し よ う

「佐 田岬の青は 緑錆 か ! ?J 

直司岡崎議

近
代
化
遺
産
につ
い
て
は
概
ね
四
分
類
が
あ

る
事
に
つ
い
て
は
先
に
述べ
た。
そ
の
中
で、

分
か
り
易
さ
か
ら
言、っ
と、
近
代
洋
風
建

築
な

ど
と
呼
ば
れ
る
洋
館 、
あ
る
い
は
西
洋
建

築
が

イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る。

し
か
し、
ど
ち
ら
かと
言
う
と、
近
代
化
遺

産
と
言
うべ
き
も
の
の
真
骨
頂
は、
実
は

土
木

や
産
業
分
野
に
対
す
る
文
化
的
視
点
で
あ
る。

何
故
な
ら、
近
代
は
産
業
革
命
を
抜
き
に
し
て

は
考
え
ら
れ
ず 、
そ
う
し
た
産
業
の
変
革
が一

大
潮
流
と
なっ
て
押
し
寄
せ
た
結
果
と
し
て
の

文
化
遺
産
な
の
だ。

日
本
の
場
合
は、
長
い
鎖
国
の
時
期
を
経
て、

開
国
し
た
時
期
と
重
な
り、
ま
た
権
力
構
造
が

徳
川
か
ら
明
治
新
政
府
へ
ド
ラマ
テ
ィ
ッ
ク
に

転
換
し
た。
従っ
て
津々
浦々
へ
急
激
な
西
洋

化
の
波
が
押
し
寄
せ
た
為
に、

そ
れ
ま
で
の
和
の
世
界
が
急
速

に
洋
風
化
し
た。
そ
の
意
味
で、

生
活
様
式
の一
大
変
革
を
も
た

ら
し
た
明
治
と
い
う
時
代
は、

欧
米
諸
国
と
較べ
て
も、
突
出

し
た
変
化
の
タ
lニ

ン
グ
ポ
イ

ン
ト
だっ
た。
ひょ
っ
と
す
る

と、
身
の
回
り
全
て
の
も
の
が

洋
風
に
変
化
す
る
ス
ピ
ー
ド

感

と
い
う
の
は、
現
在
の
想
像
を

は
る
か
に
越
え
る
も
の
だっ
た

の
か
も
知
れ
な
い。

さ
て、
話
を
戻
そ
う。
着々

と
新
し
い
産
業
が
創
出 、
拡
大

す
る
中
で
も、

特
に
鉱
山
開
発

の
分
野
は
我
が
愛
媛
県
に
とっ

て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た。

有
名
な
住
友
家
の
興
し
た
別
子

銅
山
は
言
う
ま
で
も
な
い
が、

他
に
も
あ
ま
た
の
諸
鉱
山
が
あ

っ
た。
前
置
き
が
長
く
なっ
た

が、
佐
田
岬
半
島
域
につ
い
て

述べ
て
み
よ
う。

あ
る
時
期
ま
で、
こ
の
半
島

は
知
る
人
ぞ
知
る
大
銅
山
半
島

だっ
た。
日
本一
細
長
く
海
に

突
き
出
し、
瀬
戸
内
と
宇
和
海
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白、うみ

八幡浜市佐島 銀で出来た黒砂海岸

一f
①

崎
4J

三
/ρ

な
印
象
での
台
地
が

島
の
南
に
伸
び
て
い
る。
し
か
も
砂
浜
は
そ
の

銭
で
出
来
た
黒
砂
海
岸の
様
相
を
呈
し
て
い
る

(
写
真
③)。
観
光
地ハ
ワ
イ
に
は、
有
名
な

マ
ウ
ナ
ロ
ア
や
キ
ラ
ウェ
ア
な
ど
の
活
火
山
が

あ
り、
黒
砂
海
岸
と
し
て
観
光
名
所
と
なっ
て

い
る
が、
こ
こ
の
場
合、

百
年
程
で
人
為
が
造

形
し
た
ピ
l

チ
が
登
場
し
た
格
好。

こ
の
他 、
宇
和
島
藩
政
期
か
ら
開
発
さ
れ、

二
百
四
十
年
程の
歴

史
を
刻
む 、
八
幡
浜
市
日

土
に
あ
る
今
出
銅
山
跡
(
写
真
④)
や、
最
盛

期
に
は
四
国
で
別
子
銅
山
に
次
ぐ
出
鉱
量
を
誇

っ
た
保
内
町
の
大
峰
銅
山
跡
(
写
真
⑤) 、
あ

る
い
は
同
町
文
化
財
と
なっ
て
い
る
数
段の
石

積
み

焼
鉱
窯
や
吹
き
床
の
見
ら
れ
る
柳
谷
銅

山
跡
な
ど 、
枚
挙に
い
と
ま
が
無
い。
や
は
り、

佐
田
岬・
銅
の
サ
ーベ

ル
説
は
正
し
い。

を
分
け
る
峰々
は、
銅
で
出
来
た
サ
ーベ

ル
だ

っ
た、
と
思
え
ば

解
り
易
い。
そ
の
位こ
の
地

域
は
鉱
山
で
活
況
を
呈
し
た。
そ
の
証
拠
が
ア

チ
コ
チ
に
残っ
て
い
る。

ま
ず 、
昨
年の
調
査
で
明
ら
か
に
なっ
た
三

崎
精
錬
所
跡
の
姿
(
写
真
①)。
明
治
三
十
年

代
頃の
も
の
だ
と
さ
れ
る
が、
山
中
に
並ぶ
初

期
製
錬の

焼
鉱
窯の
石
積み
景
観
に
は
圧
倒
さ

れ
る。
緑
泥
片
岩
を
一
つ一
つ
積み
上
げ、
ア
ー

チ
形
状
の
嵐
口
と
呼
ば
れ
る
開
口
部
が
規
則
的

に
数
段
並
ん
で
い
る。
煙
害
に
よ
り、
周
辺
漁

民
が
こ
の
精
錬
所
を
襲
い、
閉
鎖
に
追
い
込
ん

で
か
ら
百
年
を
越
え
る
歳
月
が
経
過
し
て
い
る。

堅
牢
な
石
積
み
を
も
所
々
崩
し
つ
つ
あ
る
雑
木

が、
その
時
間
量
を
静
か
に
語っ
て
い
る。
場

所
は、
三
崎
町
井
野
捕
に
あ
る
阿
弥
陀
池
か
ら

歩
い
て
二、
三
O
分
か
か
る
所。

半
島
域
に
は、
こ
の
他

に
二
ヶ

所の
中
心
的
な
精

錬
所
が
あっ
た。
一
つ
は

めっこ

伊
方
町
女
子
岬(
写
真
②) 、

も
う一
つ
が
八
幡
浜
市
沖

に
浮
か
ぶ
佐
島の
精
錬
所。

先
程の
三
崎
精
錬
所
も
女

子
岬
製
錬
所
も
海
岸
に
は

かす

からみ

製
錬
淳
で
あ
る
銭
が
打

ち
捨
て
ら
れ
て
あ
る
が、

佐
島
の
場
合
は
よ
り
強
烈

伊方町 - 女子岬精錬所

八幡浜市 ・ 今出銅 山跡
地元の人たちと吹き床の前で
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- 鋸のくにフラッシュ ・

; 歌 麿 館 っ
し 肱 ) 1 1  ffiJ 1 

江 戸 時代 の 美 人 画 版 画 の 第 一 人 者 と 言 わ れ

る 浮 世 絵 師 ・ 喜 多 川 歌 麿 の 版 木 2 枚 が肱 川 町

の 民 家 で 見 つ か っ て か ら 4 年 。 そ の 版 木 は も

ち ろ ん 、 そ れ を 復 元 し た 作 品 「狐釣 之 図 ( き

つ ね つ り の ず) J な ど を 常設展 示 す る 歌麿館が

3 月 に オ ー プ ン し ま し た 。

常設展示室 に は版画や版木、 道具類 な どが展示 さ

れ 、 復元 ま で の 歩 み や刷 り 上 げ工程 を 分か り や す く

紹 介 し て い ま す 。 ま た 、 歌麿 を l止 に 出 し た 、 浮世絵

を 売 る 絵草子屋 「蔦屋耕書堂」 の 店 先 を 復元 し た り 、

浮世絵や歌麿 の資料 も 展示 さ れ て い ま す。

な お 、 歌麿館 は 肱 川 町郷土文化 セ ン タ ー の 一部で、

隣 に は風の博物館があ り ま す 。

歌麿作 品 を 見 る こ と で 、 江戸時代の代表的 浮世絵

eJR予怨線 『伊予犬訓"'Jから
字向島ハスで50分
「鹿のl母物館内�Jで下車

e o 潔m芯f紙山市Jから田分
高疋狗周回分
「穴洲市』か ら30分

師 の さ ま ざ ま な色使い と そ の 時代 の す ば ら し い技術 、 美術力 を お 楽 し み く だ さ い 。

《営 業 時 間》 午前 9 時 ~ 午後 5 時

《休 館 日 》 毎週火曜 日 (祝 日 の場合 は そ の 翌 日 )

《 入 場 料》 一般 5 0 0 円 ・ 小 中 高生 2 5 0 円 (風の 博物館 と 共通 )

《 問 い合わせ先》 肱 川 町郷土文化セ ン タ ー TEL ( 0  8 9 3 )  3 4 - 2 1 8 1 

- し ま な み 海道 ロ マ ン 紀行 ・ 宮窪 「海賊の島」

ア ト ラ ス 出 版 編 1 ， 4 2  5 円 (税別)

古代 よ り 物 流 の 大動脈 で あ っ た 瀬戸内海で、 最 も 島 が密集 し て い る
芸予諸島。 激 し い 潮流が渦巻 く そ の 海域 は 、 三 島村・上氏 と 呼 ばれ た 因
島、 能 島 、 来 島 の 海賊衆が活躍 し た と こ ろ で あ り 、 日 本の水軍の発祥
地 と 言 え る 。

こ の 本 で は 、 本家 の 能 島村上家 の 貴重 な 資料 を カ ラ ー 写真で紹 介 し 、

「海賊 と は何か」 を テ ー マ に し た 特集 や 第 3 6 代能 島村上家頭領の村ー

上公一氏 の ロ ン グ イ ン タ ビ、 ユ ー な ど を 掲載 し て い る 。 ま た 、 大 島 石 ・

宮窪杜氏 を 通 し て 見 た宮窪町の暮 ら し ゃ文化、 潮流体験 ・ 漁 師市等 の

最新観光情報 な ど も 収録。
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Information ま ち セ ン か ら の お 知 ら せ

交政策研究 セ ミ ナ ー 開催

当 セ ン タ ー で は 、 み な さ ま へ の情報提供 と し て 、 政策研究セ ミ ナ ー を 開 催 し て い ま す 。
今 回 は 、 「 こ れ か ら の 地 域産 業振興 の あ り 方」 を テ ー マ に 、 一橋大学大学院商学研究科教

授 の 関 満博氏 を お 迎 え し て 開催す る こ と に な り ま し た 。 奮 っ て ご参加 く だ さ い 。

. テ ー マ r こ れか ら の 地域産業振興の あ り 方」

.講 師 : 関 満博 ( 一橋大学大学院商学研究科教授)

. と き : 平成 1 4 年 7 月 2 5 日 ( 木 1 3 : 3 0 - 1 5 : 3 0 

. と こ ろ : テ ク ノ プ ラ ザ愛媛 1 F テ ク ノ ホ ー ル ( 松 山 市 久 米 窪 田 町)
・定 員 : 2 0 0 名 ( 申 し 込み 先着順)
田会 費 : ;1!lf;îEI・
・共 催 : ( 財 ) え ひ め 産業振興財 団
・ 問 い 合 わ せ : ( 財 ) え ひ め 地域政策研究セ ン タ ー 企画研究部 門 セ ミ ナ ー 係

TEL 0 8 9 - 9 4 5 - 4 1 0 0 

カ セ ン タ ー か ら の発行物

地域づ く り 活動 を 実践 さ れ て い る み な さ ん に 少 し で も お 役 に 立 て
ば と 作 り ま し た 。 ご希望 の 方 は 、 送料実費 に て お わ け し ま す 。

. i'全国地域づ く り 先進地デ ー タ ブ ッ ク 』

全 国 の 地域づ く り 先進 地 5 4 市 町村 を 紹 介 し た 「地域づ く り 先進
地紹介」 と 昨年度実施 し た 「地域づ く り 活動者研修交流会」 で の フ
リ ー ジ ャ ー ナ リ ス ト ・ 亀地宏氏の 講演記録 を 掲載。 ま た 、 付録 と し
て 「行 っ て み た い 先進地」 と 「 日 本 の 町並 ・ 集 落 一 重 要伝統的建造
物群保存地 区 一 」 を 収録。 B 5 版

全国地域づ く り 先進地
デー タ ブ ッ ク

.)憶えo・.. 亀重雄自民研究センター

B O O K  I N FOR M ATI O N  

・逆境 を パ ネ に輝 く 法 ー ス モ ー ルプ レ イ ヤ 一 成功法一

宮崎文隆 編集
ぎ ょ う せ い 1 ，  9 0 5 円 (税別 )

広 島県 県北地域で 「過疎 を 逆手 に と る 会」 が発足 し て 2 0 年。 昨年
か ら 新 た に 「逆手塾」 に 名 称 を 変更 し 、 逆境 をパネ に し て 輝 く 、 地域
づ く り 、 も の づ く り 、 人づ く り に 挑戦 し つ づ け る “ オ ン リ ー ワ ン の ま
ち づ く り " 活動 を こ の 本で大公開。

全 国 の ユ ニ ー ク な 活動 の 紹 介や 目 か ら ウ ロ コ の ア イ デ イ ア 、 地方分
権 の 実現 、 地域の 自 立 の た め の ヒ ン ト が盛 り だ く さ ん 。 逆手流 の 、 と
に か く 前 向 き に 、 逆発想で切 り 抜 け る 力 、 輝 い て 生 き る 勇 気 と 知恵 が
身 に つ き 、 田 舎暮 ら し の 中 で 人 間 ら し く 生 き る こ と を 再認識 さ せ て く
れ る 一 冊。
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お 矢口 ら せ (訳 愛媛県市町村振興協会)

市町村振興 (サマ ー ジ、 ヤ ン ボ) 宝 く じが l 枚300円 で発売 さ れ ま す。

『今年のサマージャンポ宝くじは、 1 等 ・ 前後賞合わせて3億円』
�2等も 1 億円』

1 等 2億円X 4 3 本

と の 宝 く じ の 収 益 金 は

f -' 

前後賞 各 5 ， 0 0 0 万円 2 等 1 億円 X 1 2 9 本

り に 使 わ れ ま す。

附図趨人盆岡市町"・側協禽/盆園市保貧/盆園町"禽/傘岡市・・・.・/盆田町".，・・a・

側
え
ひ
め
地
域
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー

印
刷
/
三
創
印
刷
株
式
会
社

側
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

ま
ちε
つ
く
り活動部門

(
ま
ちさ
つ
く
り
セ
ン
タ
ー
え
ひ
め)

TEL089(932)7750

 

FAX089(932)7760

 

発行/平成十四年七月五日

〒79010003

松
山
市
三
番
町
四
丁
目
十
番
地
一

愛
媛
県
三
番
町
ビ
ル
二
階

**************

 

内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら、

お
気
軽
に
『
舞
た
う
ん
』

編
集
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

前
ペ
l
ジ
で
紹
介
し
た
『
全
国
地
域

づ
く
り
先
進
地
デ
l
タ
ブ
y
ク』

に
亀

地
宏
氏
の
講
演
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま

す
が、

講
演
の
後
行
わ
れ
た
危
地
氏
と

内
子
町
の
岡
田
文
淑
氏
の
対
談
に
つ
い

て
は
編
集
上
の
都
合
に
よ
り、

掲
載
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

誌
面
を
通
じ
て、

ご
協
力
い
た
だ
い

た
両
氏
に
お
詫
び
し
ま
す。

だ
ん
だ
ん
暑
く
な
っ
て
来
ま
す
が、

み
な
さ
ん
体
調
に
気
を
つ
け
て、

こ
の

夏
を
釆
り
切
っ
て
下
さ
い
。

(
橋
岡)

"* http://www.ecpr.or.jp "* E-mai l : info @ecpr.or.jp 

本紙は、 。!j凌媛県市IIIJ 村 振興協会の委託 を 受 け て発行 し てい ま す。
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